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西里・金城；牟安世著『洋務連動」

経元警らが前後して担当した。階である。とすれば、ここでは、かかる官督商弁
当時の情況はまさに、次の如く指摘されているの企業は、結局のところ、どのような特徴を帯び

通りである。すなわち、「中国では各局を取りしていたのかが問われなければならないであろう。
きる総弁には、大抵、道員・知府が選ばれている。まず第一に、企業組織の面からその特徴をみて

先に、織布局の場合もまた大株主がこれを引きうみよう。前述のように、官督商弁企業は商人資本

けたけれども、その地位はもっぱら上司によってを吸収して官僚が管理した企業である。通常の状
左右され、株主は全く賛否を表明することができ況のもとでは、創立当初には住々にして若干の公
ず、これまた干慮の－失たるを免れず、公平妥当金も投入されたが、しかしそれは必ず年賦償還し

なることを明らかにしがたTb｡｢現在､中国の各なければならないものであった｡いわゆる官僚の
事業局のことについていえば、どこでも官吏を総管理とは、政府派遣の総弁・無弁〔社長補佐〕・
弁に当て、会計係は総弁が招聰することになって坐弁〔専務理事〕および提調〔理事〕などがすく

いろ。総弁のすることには誰も皆ただ付和雷同すてを一手に握り、大権を掌握することで、民間の

るだけで、あえて異を唱えようとしないので、総株主は根本的に全く無権利の地位におかれ、「す

弁の選任が不適切な場合には､百弊がここから生べてただ総弁の言うがままに従うのI>ｉｉｌＬ｣であった。
’四）

じることとなる｣。「民間の商人Iよすでに投資して株主となっていて

織布局はこのように管理不良、百弊続出というも、まるで行きずりの人のようで、年度末の利益
状況のもとで、ついに1893年10月19日（光緒19年配当を受取るのでさえ、他人の鼻息を気にしない

９月10日)、「混打綿工場から火が出て、たまたまわけにはいかない。まして事業所の経費が正しく

狂風に煽られ、手の施しようもなく、工場・製品決裁されているかどうか、司事〔経営者〕が適任
は焼き払わ｛H1｣てしまった｡当時､租界当局に放であるかどうか､といったことなどには､いずれ
水ポンプで消火してくれるように要求したが、外も口出しすることができない。年度末の株主総会
国人たちはついに坐視して応じなかった。かくて、はヨーロッパの例に倣っているけれども、株主と

工場の建物、機械、製品、道具などの大部分は焼総弁の間には雲泥の差があり、ただ総弁が可とい
き払われて灰壗に帰すろに至り、損失額は70余万えば株主もまた可といい、総弁が否といえば株主
両を下まわらないものと見積られた。これこそ、もまた否というだけであ勵・
中国で最初に創立された織布局が、洋務派の経営官吏が大権を掌握した結果、司賑〔会計〕や司
のもとで行きついた末路であった。、事はいづれも総弁が招請することとなり、総弁は

縁故者を任用するので、「情実人事の弊害はきわ

三官督商弁企業の特徴めて大きな患となっ悩・｢仕事のない無駄な職員
が全く情実によって採用され、たとえば州縣の

洋務運動発展の三段階のうちで､第二段階の占繍ｂ例のように､名前を事業所に列ねていても、
める期間がもっとも長く、前後あわせて14年近くその身は事業所の外にあって、なんの功績もない
にもなる。この段階では、ほとんど大部分の企業のに禄を食み、坐して利益を食いつぶし、毎年、
は､軍需工業関連のもので､同時にまた李溺章が巨額の経費を費してい乳のである。
采配を振った官督商弁の方式にもとづいて建設さ輪船招商局を例にとっていえば、朱其昂・盛宣
れたものである。この外、第一段階の官営軍需工懐・唐廷枢などの総弁は、常に「公務にかこつけ
業のなかで､これと関係のあった外国侵略者はおて縁故者を引き入れ､でたらめに採用してい《鷺」
６にイギリスとフランスの両国であったのに、こが、そのなかのある者は税関の道員や各省から集
の段階になると、イギリスとフランスの両国以外まってきた紳士たちで、ある者は名前を登録させ

に、アメリカ、ドイツ両国の資本主嚢勢力もまたてあるポストにおさまり、給料を受取るだけで全

中国の企業に割り込んできた。〈なんの仕事もしない他省の官吏であった。彼ら
以上にとりあげた大部分の企業から見れば、洋はいずれもそこを「利薮｣〔金のなる木〕とみな
務運動の第二段階は、実際には官督商弁企業の段し、誰もがそれを奪い合い、他人を押しのけて一
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人占めしようとしたのである。たとえば、葉廷巻を誰かし、中国人を愚弄して数万金の俸給を貧り
がかって招商局を引継いで経営した時、その業務取り、事終れば爵l然と立ち去ってしまう。雲南省

がすこぶる活気づいてくると､たちまち｢唐廷枢．で日本人を招いた時にも､結果は同様であつり:h・
盛鯛に排斥され､罪を恐れて引退し鱈｣ので、また､電報についていえば､それが｢洋人｣の
その結果、招商局は長期にわたって唐廷枢らの手手に蝋握されていたために、「北京へ極秘電を打

中に握られることとなった､という具合である。つたびに､情報が外へもれないことはなかつ鱈｣。
総弁たちは長期にわたって招商局を握っていたこのように深刻な情況であったにもかかわらず、

けれども、実際には、これらの官僚たちは業務の正気を失ってしまった洋務派官僚たちは、依然と

ことを理解せず、また中国の人材を養成する方策して「すべてを綜理し、あらゆる面に西洋人を登

をも鯛ぜず､すべてを外国人に依存するだけであっ用し、決して中国人を教育して次第にその権利を
た｡輪船招商局の汽船の船長や機関長の如きは、回収することを考えなかつ箔｡彼らはこんな風
いづれも「洋人｣〔外国人〕を雇用してこれに当に企業を経営しながらも、なお「自強」「求富」

て、その結果、これらの「洋人」の手にまかされを妄想していたのであるから、全く痴人のたわご

允招商局の汽船は、しばしば事故にみまわれた。とどころの話ではないのである。

たとえば、汽船・伊敦号は大沽で大風に遭って沈これを見てもわかるように、官僚たちの管理の

没し、汽船・福屋号は黄海でイギリス船に衝突さもとにあった官督商弁企業は、完全に行政および

れて沈没したし、厚生号と江長号という二隻の汽経済の大権を官僚たちに掌握されてしまい、いわ

船も前後して事故に遭った。当時の人々は次のよゆる商人たちは資金を投下する外にすこともなく、

うに指摘している。すなわち、招商局が属用した実際には蕊務はあっても権利のない地位におかれ

｢洋人」は、「賭博や娼妓買いにふけるのでなけれたのである。

ぱ、酒に酔って仕事を怠け、汽船の操作にあたつ第二に、いま一度経営の面から官督商弁企業の

てはきわめて軽率である。一度事故があった場合、特徴を見よう。官督商弁企業の大権がすでに官僚

西洋の慣例によると、刑事的實任を間われなけれに掌握されてしまった以上、あらゆる官僚社会の

ばならず、責任の重い者は終身禁固刑に処せられ、汚職、賄賂、浪費、派手な交際等々の積弊も、み

軽い者でも運転免許証を取りあげられることになっんな官僚の後にくっついて企業のなかへもちこま

ている。ところが、中国で最近発生した汽船事故れた゜彼等はそもそも実事求是の態度で企業を経

で、西洋人が運転していなかったものはないのに、営したのではなく、一仕事をやらかして私腹を肥

彼らを処罰するにもその術がなく、叱責しようにやすことに余念がばかった゜たとえば、招商局が

もその術がない。彼らは事故とは無関係であるか銀222万両でアメリカ系の旗昌洋行〔Russell＆

の如く勝手にふるまい、あまつさえ、俸給をよこＣＯ.〕の18隻の汽船を購入した際、唐廷枢と盛

せと要求している。彼らが会社の資本や商人の生宣懐は外国商人と結託して５分の手数料、いわゆ

命をまるで子供の玩具のようにみなしているのもる「花紅」を受取り、「買い値は二百万両余に運

不思議はなW､と。したので､支払うべき花紅銀も少なくなかったは
招商局の場合がそうであったのなら、その他のずである｣。その上、買収の過程でも、また「株

官督商弁企業の場合は、これよりもいくらかまし券の数をごまかし、公金をかすめて自己のふとこ

であったのであろうか。そうではない。まず、鉱ろへ入れ、旗昌洋行の株価はすでに額面を割って

山開発事業についていえば､中国で鉱山を開発すいるのに､買い取りの際には額面通りに報告【ＩｅＩ｣、
ろ際に、いまだかって「鉱山技師を招かなかったあいだに立って利益をむさぼった。上司のやり口

ことばないが、惜しいことに、来て頂いたものはは部下の見習うところとなり、招商局の職員の汚

皆南lmil:L上流の人物で､名前は鉱山技師でも､実職もまた驚くべきものがあった。
際には少しも技術をもちあわせていな制のであっこのような情況のもとで､1877(光緒3)年に、
た。「今日、公司〔会社〕が招いた鉱山技師のう御史の董偽輪が暴露したところによれば、招商局

ち､その大半は外国の無頼漢で､ホラを吹いて人は｢毎月銀5～6万両の欠損を出し鱈｣のである。
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とりわけ､｢唐廷枢等が思いのままに横嶺」した外国製綿糸綿布の輸入は相変らず年々増加の傾向
結果､招商局は浪費のもっとも多い企業と鰯:た゜をたどったのである。このことは､左記の鮒表
また､上海機器織布局の場合には､｢今年株をによってその一斑を窺うことができよ(乳

募集したかと思うと、翌年には増賢し、しばしば１８８２（光緒８）年の上海機器織布局の611股以来、

責任者もかわるので、欠損しない時とてない。…外国製綿糸綿布の輸入は増加することはあっても

事業をとりしきる者は、…ただ好んで見栄をはり、減少することはなかったことがわかる。洋務派は

金銭を湯水のように消費している。…その上、任

命書が手渡されるや推薦状が次々に舞い込み、使

用人若干名採用、給料若干支給、ボーナス若干支

給といったありさまで、仕事がうまくいったかど

うかにはお構いなく、支出額はすでに計算できな

いほどである。底なしの谷に金銭をつぎこむよう

なものであるから、ついには必ず欠乏してしまう

である(；し|と予測された。
官督商弁の企業は、経営の面では官場のあらゆ

る弊害を内包していたばかりではなく、民営を排

斥する官僚の独占的集団となりはてた。李鴻章は

上海機器織布局の設立を奏請した時、「十年以内

は中国人がこれに投資して共同経営することを許

すだけにして、これ以外に別に織布局を設立させ

ないようにす《罰という営業独占権を提案した。
洋務派は口々に、彼らが織布局を創設した目的は

外国製の綿糸綿布に対抗するためである、と言っ

ている。そうであるならば、このような民間の模

倣を禁止して官が独占するという規定を設けるの

は、「大敵を前にして、かえって自からその多数

の将兵の手足を縛り、ただ自分一人で関所を守ろ

うとするのと何ら異なるところなく、全く気狂い

沙汰というべきではなかろうか(f)｣。ここに、洋
務派は全く個人および自派集団の私利を追求する

という観点から織布局の創設に着眼したのであっ

て、いわゆる外国商品への対抗などというのは、

二枚舌的な人だましのスローガンにすぎなかった

ことを見てとることができよう。

民営禁止の結果は、ただ外国侵略者に商品輸入

のルートを切り開いてやることとなっただけで、

表面的には外国商品に対抗したようにみえるが、

実際上は侵略者と結託し、侵略者が中国人民を抑

圧、搾取するのを手助けしたのである。

輪船招商局に至っては、営業独占権の明文規定

はないけれども、もし民間で汽船会社を創設しよ

うものなら、滴朝政府はやはりこれを阻止したで

あろう。けだし、「船舶の利益がいかに大である

かについては、商人にしてこれを知らないものは

ないが、会社を設立して船舶を保有することを提

唱し、世界を股にかけて遠大な計画を実行に移そ

うとする者は一人もいない。その理由はどこにあ

るのだろうか。要するに、朝廷がこれを振興しよ

うとせず、これに興味も関心も示さないからであ

る。単に、これを振興し、これに関心を示さない

ばかりでなく、これを阻止し、抑圧しているから
（25ｍ

である｣。

周知のように、洋務派が輪船招商局を設立した

目的は、外国商人の独占的な利益を分取するため

ということであった。ところが、洋務派は営業権

を独占しようとしていたために、ひどい場合には、

招商局が太古洋行〔Butterfie]ｄＳｗｉｒｅ＆ＣＯ.〕

と怡和洋行との値下げ競争で、欠損と営業停止に

追いこまれていた時でさえ、中国商人を激励して

民間の汽船会社を設立させ、外国商人と競争させ

ることなど決してしなかったのである。

これを見てもわかるように、官督商弁企業は洋

務派官僚たちの経営のもとで、腐敗をきわめただ

けではなく、経済的な独占権を行使した排他的企

業でもあったのである。

総じていえば、洋務派官僚たちの管理・経営し

た企業は、名目上は官督商弁であるけれども、実

際上は官僚が監督するだけで商人は経営せず、依

然として官僚買弁集団がすべてを独占し、商人の

側は投資するだけであった。したがって、第一節

で指摘した官営軍需工業の特徴は、当然のことな

がら官督商弁企業のなかにも存在する。これらの

官督商弁企業は、前述のようなそれ自身に固有の

－３３－

年度 外国製綿糸布の輸入
価格（単位：海関両）

1882（光緒８）年 23,000,000

1888（光緒14）年 4４，４３７，５２５

1892（光緒18）年 5２，０００，０００
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特徴の外に、また封建的な割拠性、外国侵略者へ

の依存性と技術的な後進性をもっており、ただ程

度がちがうだけのことである。このような憎況の

もとで、官督商弁企業は必然的に次のような結末

へ導かれることとなった。

第一に、企業そのものについていえば、それは

必然的に失敗への道を歩み、その大多数は「資本

を使い果して少しも成果をあげなかつM;ﾛ｡当時、
「各国の商務は、イギリスが最大で、富強もまた

そうであった。洋務を論ずるものは、しきりに羨

み、そのすぐれた技術を学ぼうとした。ところが、

鉱山開発、商務、機械、織布ばどの事業局の如き

は、ことことにその後塵を拝し、ことごとに愚弄

されているのだ。衆腋を集めて義をつくる〔衆力

を結集して一つの率業を成しとげる〕つもりであっ

たのだが、子虚を化して鳥有となす〔万事御破産

となる〕にいたった。試みにみよ。二十年来、こ

こそこで企業を創設したが、いずこもなんの成果

もあげていないではないｌｉＸｌｏしたがって､洋務
派がこれらの企業によって財政および軍需工業の

原料の面での困難を解決し、噛国を追求し｣、か

つ当時の社会的生活力の水準を引きあげようとし

ても、不可能なことは当然であった。

第二に、中国商人についていえば、彼らは官督

商弁企業に二度と加入することを願わなくなった。

洋務運動の第二段階において建設された企業は、

官督商弁制度の面では、ほとんどどれも輪船招商

局を手本にしていた。しかし、輪船招商局自身の

経営状態はとても手本になるようなものではなかっ

た。商人たちは二度と洋務派の甘言や株式利息の

配当予約などに動かされず、消極的には株式への

参加を拒絶し、いわゆる「近ごろ株式募集のこと

をいうと､みんな警戒してしま(ｻﾞ｣ありさまで、
いわゆる「鉱山会社がたてつづけに欠損して以来、

人々はみな株券を恐い､もののようにみなしてい

罰といった論調は､かかる憎況を指しているの
である。

同時に、彼らはなお進んで官督商弁を官民合営

にとってかえるように提起し、そうしなければ繭

弊は取り除かれないと考えた。つまり、「もし零

細株主が多いというのであれば、株主のうちの一

人が主宰するのでない限り、職権が一定しない。

まことにそうばらぱ、多数の株券を所持し資産の

股実なもの－人を商人大衆が公選して、局務を管

理させるべきであって、たとえその人の爵位．俸

禄がいかに高くても、すでにこの事業局を主宰す

るようになった以上は、商人大衆の首領というだ

けでよく、官吏である必要はなWiljというわけで
ある。

彼らはまた次のようにも考えた。すなわち、

｢鉱務を振興するには、官督の名をすてて民営の

実を求むくきである。試みに見よ。輪船招商局が

先に定めた章程には商董〔商人理事〕・商総〔商

人総裁〕の名目があるだけで、局にあって経営に

当る者としての司董の名称がなかったために、数

年ならずして初志はことごとく失われ、弊害が欄

み重なったのであるから、これをもって段麗〔後

の戒め〕とすべきである。故に私は官督商弁がな

お長期的計画たりえないと考え(:Ｌ１と。
第三に、洋務派官僚たちについていえば、彼ら

は官督商弁企業を管理する過程で、さまざまの不

正・不当な手段を通じて金銭を自分の懐にしまい

こみ、大小一群の官僚買弁に成りあがった。これ

らの官督商弁企業は、創業以来数十年の間に腐敗

してしまったけれども、時には￣定の利益をうみ

出すこともあった。ところが、これらの利益も

｢上は国庫に入るわけでもなく、下は商人の手に

渡るわけでもな(IIP､いずれもみな洋務派官僚の手
に入ることとなったのである。洋務派の首領・李

湖章についていえば、彼は洋務運動を通じて最大

の封建的官僚買弁資本家になり変った｡｢119商局・

電報局．開平炭鉱．中国通商銀行(l896fEfi僕一

原著者註）にもその所有株は少なくなく、あるい

は南京、上海などの各地の当鋪〔質屋〕・銀号〔

旧式銀行〕も、多くは彼の系列下にあったといわ

れていり:n.｢輪船招商局､開平炭坑には李鴻章の
匿名株が甚だ多く、彼が死んだ時には、財産は千

万両を趣え、その兄弟子孫の私財も千余万両に達

し塊〕･容闘は､李鴻章が｢絶命した時､私産四
千万両を子孫に適し鱈｣と言っている。しかも、
李氏の家族は郷里の安徽省において隠然たる経済

的勢力をもち、「安徽（蕪湖海関）は李鴻章一族

の専用の牧場であっ料h・
李溺章の手下の盛宣懐・唐廷枢の輩は、いずれ

も官督商弁企業を経営することで出世し財を成し

た。盛宣懐は当時の悪名高い腐敗・汚職分子で、
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ひどい時には日清戦争の最中でさえ、「軍糧の買鉄道敷設・鉱山開発・汽船・電報などの事業に対
い付け」にかこつけて「公金の使いこみや着服をして、ほとんど一律に反対した。ここでは、一々
おこなっ魁のである｡このような事実を前にし列挙せず､ただ鉄道敷設の場合をとりあげて例示
ては、『滴史稿」でさえも、彼のためにごまかしするにとどめよう。

てやる術もなく、彼は「実業で出世し、蓄財が巧李溺章が1880（光緒６）年に鉄道敷設を建議し
みで富者と称されるようになったが、また住々にた時、張家鰯を代表とする守旧派の激烈な反対に
してむやみに利を食ったと巷間でうわさされ曙」出会った｡反対派の理由には三つあった｡第一に、
と記録している。また、左宗業の手下の胡光輸の購江浦は水陸交通の要衝で、もし鉄道を敷設す
如きは、「針の先ほどのものをも取り尽くし、泥れば、商人が輻湊し、恐らくは外国人も狙いをっ
沙のように使い果しているが、たとえ銅山をもつけ、口実を設けて要求してくるであろう」こと、
ているにしても、どうして倒産しないはずがある第二に、「鉄道を開通すれば、恐らく田畑･墳墓・
うか。一旦、私財が尽きれば、勢い必らず官金に橋梁にさしさわりがあり、民間の車馬および往来
手をつけることになるので鐺〕。の旅行者が恐らくは押しあいへしあいして衝突し、
このような洋務派の地主官僚は、当時、中国のいたずらに騒擾を引きおこすであろう」こと、第

官僚買弁ブルジョアジーを形成しつつあり、きわ三に、「水陸の迎送貨物および往来の人間の数量
めて多くの外国系商社、たとえば怡和洋行、旗昌には限りがあるので、もし鉄道が汽船の利益を薄っ
洋行、地亜士洋行〔Ｈ・Ｍ・SchultzandCo.〕、てしまうことになれば、恐らくは招商局の数百万
泰来洋行などと非常に密接な関係をもち、官督商両の収入は、－日にしてなくなってしまうである
弁企業のなかで､当時やっと形成されはじめたぱ錨こと。
かりの民族ブルジョアジーにさまざまの圧迫を加これらの守旧派の目には至理明言のように見え
えたことを指摘しておかなければならない。まさた理由なるものも、今日のわれわれから見れば、
に、毛首席が次のように指摘している通りである。まことに笑うべき理由である。ただ、当時の清朝
｢経済的におくれた半植民地の中国では、地主階政府のなかでは、それはきわめて有力な反対理由
級と買弁階段は、まったく、国際ブルジョアジーであって、李朔章の計画をただちには実現させな
の従属物であり、その生存と発展は帝国主襲に依かつたほどの力をもっていた。甚しきにいたって
存している。これらの階級は、中国のもっともお｜ま、唐山・膏各庄鉄道が政府の同意のもとに修築
くれた、またもっとも反動的な生産関係を代表しされはじめた際、清朝政府はたちまち自己の命令
ており､中国の生産力の発展をさまたげてい(罰。を撤回し､この鉄道を北塘まで敷設することを不
官督商弁企業の失敗は一つの明白な証拠である。可能にしたのである。これを見てもわかるように、
なお、われわれはここで、守旧派と洋務派の論守旧派が「断固として拒否していた西洋渡来の新

争問題についても簡単に述べておくべきであろう。事物=電信.鉄道などが､つぎつぎと持ちこ鍋」
両派の論争は、洋務運動の第二段階において、はったけれども、彼らが当初に果した阻碍的役割は、
きりとさらに一層の激しさを加えるようになった。たしかに過小に見積られてはならない。
第一段階において、洋務派はおもに軍需工業を創

設したが、それは直接に中国人民の鎮圧および封第三節洋務運動の第三段階一北洋海軍の編成
連支配の強化と関係していた。この点では、守旧と製鉄所建設の段階（1885年-1894年）
派の利益と一致していたのである。したがって、

両派の間の論争は、第一階段にあっては、第二段一滴仏戦争の洋務運動に与えた衝撃
階のような激しさに遠く及ぼなかった。同時に、

第二段階における官督商弁企業の腐敗と洋務派官これまでの叙述によれば、滴朝政府の洋務運動
僚の蓄財は、すでに守|日派の嫉妬・羨望の的にな｜ま、すでに25年にわたって推進されたことになる。
り、また、彼らに充分な反対理由を提供していた。この25年のうちで、第一段階の官営軍需工業であ
かくて、守旧派は洋務派の泣きどころをつかみ、れ、第二段階の官督商弁の各種企業であれ、いず
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れも現象上からみれば、一応の体裁は整っていた

けれども、その実質についていえば、むしろ中国

の封建主義が国際ブルジョアジーという侵略者と

結合して生み落した崎形児であり、その内部はき

わめて複雑怪奇で、官場のありとあらゆる弊害が

もちこまれ、収支損得相償わない状態であった。

したがって、単にこれらの事業だけにたよって中

国の真の富強を求めようと妄想しても、それは絶

対に不可能なことであった。このような状況を、

当時､看破した人がいなかったわけではない。

早くも1877（光緒３）年に、馬建忠は李鴻章に

対して、政治改革によらずして船堅砲利から手を

つけて富強を求めるのは木末顛倒の方法である、

と説得している。すなわち、彼は次のように言う。

「ひそかに思うに､私〔馬建忠〕はこの度ヨーロッ

パへ来てから一年有余になります。来欧当初には、

私はヨーロッパ各国が富国強兵を実現したのは、

もっぱら糟巧な製造〔工場〕と厳格な軍事規律の

お蔭である、と考えていました。ところが、その

法律学芸を研究するに及んで、その富国策は実業

界を保護することを基本とし、強兵策は民心を獲

得することを要諦としていることがわかりました。

実業界を保詮して繁栄させれば(識商会は護商会

の誤りであろう－原著者註)、税収も増え、自

から国庫も充足するわけです。民心を瞳得すれば、

愛国心はますます切実なものとなり、敵愉心を駆

りたてることも期待できるわけです。その他、学

校を建設したお陰で知識人は日ごとに増加し、議

会を設置したお影で民意は上達できるわけです。

その製造〔工業〕のこと、陸軍・海軍のことばど

は､いずれも枝葉末節に属する問題でありま寧｣。
１８７８（光緒４）年、彼はまた洋務派がほめたた

え、研究した万国公法〔国際法〕なるものを、列

強が侵略を推進するための道具にすぎないとして、

次のように指摘した。

「ヨーロッパでは公法を識蕊するものはいたる

ところにいて、識論百出の状態であるが、条理の

不明な点を解釈しているのではなくて、実際には

各自の利害のちがいを主張しているのである。し

たがって、学説の源は同じでありながら、いくつ

かの学派に分裂し、各々一家の言をたてている。
大小数十の学派があって、どれが正しくてどれが

まちがっているか一概に決めがたい状態である。

そこで、いよいよ外交交渉ともなれば、それぞれ

が公法をたてにとってその国の利益を押し通すわ
（、）

Iﾅである｣。

１８８３（光緒９）年には、王鞘もまた『投園文録

外編』において、､洋務運動にたいする次のような

批判を行なった。

「武器製造のためには製造局があり、方言〔外

国語〕習得のためには方言館がある。子弟の外国

派遣には、もとよりアメリカへ赴いて西洋の学問

を専攻させる狙いがある。軍事訓練には、もとよ

り西洋式銃砲に習熟させる狙いがある。ところが、

一向に成績があがらないのはどうしてである;乳｣。
ここでは、洋務運動は表面的には壮観に見える

けれども、実際には大したことはない、というこ

とを言わんとしているのである。馬建忠・王鞘な

どは、いずれも当時の地主階級のなかの開明的な

知識分子で、洋務派大官僚ともきわめて密接な関

係にあったが、彼らはいくらか多くの事実を見る

ことができ、また多少とも批判者の立場にいたの

で、思想の上では洋務派と若干区別されるところ

があり、後に中国の改良主義者の先駆となった人々

である。彼らのこのような批判に、当時すっかり

鰯り高ぶり天下太平を粉飾して－時の安逸をむさ

ぼっていた洋務派官僚たちが、もちろん耳をかす

はずはなかった。洋務運動が発展すればするほど、

その積弊も日一日と深刻になり、取りかえしのつ

かない局面を形成していった。

一時鳴物入りで騒ぎたてられた洋務運動も、つ

いに1883～1885（光緒９～11）年の清仏戦争で破

産の憂目にあった。第一に、この戦争で、李鴻章

は－度ならずフランス侵略者と秘かにベトナムお

よび中国の人民の利益を売り渡す条約を締結し、

戦争を終結させようとしたのであるが、結局のと

ころ戦争は避けられなかったのである。このこと

は、洋務派があくまでも実行しつづけ、清朝政府

も一貫して支持した売国投降的外交政策の破産を

物語っている。

第二に、清仏戦争が勃発するまでは、消朝支配

者は西洋式銃砲の威力を借りて、大規模な国内

の人民蜂起軍を各個に鎮圧してしまい、封建支配

は国内において暫時相対的安定を得るに至り、い

わゆる「同治中興」を形成していた。しかし、国

内が安定したからといって、列強は対中国侵略を

－３６－



西里・金城：牟安世著「洋務連動」

停止するようなことはなく、かえってますます強転嫁し、憲敵が門前にせまっているのに、これも
化した。このことは、洋務派のいわゆる「内患除運勢のせいにしている。これらの諸大臣は平然と
カルレバ外侮自カラ渡ム」といった、国内人民の地位を盗みとり、思いのままにふるまっている。
鎮圧を目的とする反動政策の破産を物語るものでこんなことでは国家はなんに頼ることができよう

（8画

ある。か．天時人IIJもなんの役に立つだろうか｣。
第三に、清仏戦争が勃発する時点までに、洋務その他、いわゆる中国人は「外国人」にかなわ

運動はすでに20余年もの間推進されてきたが、戦ないというかの洋務派の全く恥ずべき奴隷的口調
争の過程においては、海軍についていえば、福州や、木偶坊ぶりをあばき出した。つまり、彼らは

船政局が製造した新式の戦艦、たとえば揚武・福「ややもすれば西洋人の弊害は少なく中国人の弊
星・伏波・飛雲・振威・済安・永保・蝿航などは害は多いというけれども、中国人職員の給料はい
完全に撃沈、撃破されてしまった。陸軍についてつも西洋人に較べられるものはない。給料を上げ
いえば、戦争に敗れたのは、新式の訓練を受け、地位を高くし、厳格・慎重に審査・選抜するなら
西洋式銃砲を装備していた准軍であり、添鼎新のば、中国人は絶対に西洋人にかなわないなどとい

部隊などがそうである。これらの動かしがたい事うことがあるはずはな側｡｢そもそも日本は東海
実は、洋務派のいわゆる「自強」は練兵製器にあの小国にすぎない。ところが、外国と通商して以

りという原則の破産を物語るものである。来30年、西洋人のできることはすべてなんでもで

かくて、清仏戦争は洋務運動が破産したというきるし、中国人ができないことでもみなできる。

事実を、あからさまに中国人民の眼前につきつけ、堂々の大国たる中国には、機械はあっても人材が
こうして洋務運動そのものにも一連の新たな問題なく、遂にはインド・ペルシア・トルコの覆轍を
を引き起さないわけにはいかなかった。踏もうとしている。将来爆発するであろう憂患は、
まず第一に、中国人民の側に改良主羨思想を生まさにどんどんつもって止まるところを知らない

み出した｡何啓･胡礼垣･鄭観応･陳乢･陳熾等状態であ(:]｣。
の如き人々は、清仏戦争後の改良主褒思想を代表ついで、改良主義者は洋務派が国内の人民を鎮
する人物である。当時、改良主義思想は､,洋務運圧した反動的政策の結果にたいしても、「国家に
動の破産という事実を直視することから出発した。ことがないので、なんとか安んじておれるけれど

彼らはまず洋務派の売国投降的な外交政策を批判６，一旦異変がおこれば、瓦解せずにどれだけ侍
して､次のように言う。ちこたえられよう駒と批判の矢を放った｡彼ら
「なにか事が起ると、迎合・曲従をこととする。（ま洋務派が西洋式の銃砲・船舶の購入、模造に全
こちらは懐柔のつもりでも、先方は恭順と受けと力を注いでいて、内政を整頓しようとはせず、
り、こちらは寛仁のつもりでも､先方は畏縮と受「全く肝賢なものが欠けてい(罰とみなしていた。
けとる。外交交渉は日ごとに増えるのに、交渉の彼らは清朝政府に警告して次のように言う。

処理はますます拙劣になり、交渉を処理しうる人「現在、中国では、上下互いに疑い、互いに逃

はますます少なくなる。屈辱がかさなって民気はげ隠れするといった状態がみられる。そのような

日ごとに荒み、追いつめられて民心は現体制を雛状態は一朝一夕に生じたものではなく、長期にわ

れつつある。その将来の患たるや、まさに言うにたって次第に形成されて来たものである。牧民官

忍びないものがあく11h゜しかし､洋務派はむしろたるものが､自から人民不信の念を待ちながら、
｢天下太平を認歌することになじんで、そのまま人民から信用されたいと願ったところで、それIよ

の状態をずるずると引きのばし、その日その日のできない相談である。お互いに信用し合うことな
安逸にふけり、外国人が中国を侮辱し国益を削り〈して、何か事がおこった時に援助を求めたとこ

とっても見て見ぬふりをし、聞いても聞かぬふりろで、それもまたできない相談である。それ故に、

している。上司も部下も互いにかばいあい、内も大穴を狙ってみても、遠大な目標を立ててみても、

外も互いに責任を回避して､あたかも腫物をほっ役に立たないのであ(:)｣。
ておいて大患にいたらしめるように、禍を後世にさらに、改良主義者は洋務派が専ら練兵製器の
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政策を追求するだけであることを批判し、鄭観応

の如きは次のように指摘している。

「鉄甲艦の購入、砲台の建設、海軍の創設、陸

軍の演習など、戦争に必要なものは講求してあま

すところがない。かくなる上は、これからの中国

の軍事力は、ほとんど海水を操わせ、山河をすり

つぶすほどに強力なものとなっているはずである。

ところが、かの外国人どもは、傍らから秘かにこ

れをうち眺めながら、呵呵として潮笑しているの

であ:l｣。
西洋諸国についての鄭観応の見方はこうである。

「治乱の原因、富強の根本は、すべて船堅砲利に

あるというわけではないのであって、議院を通じ

て上下心を一つにし、立派に人材を教育養成し、

学校を振興し、齋院をひろめ、技術を重視し、考

課〔勤務評定〕によって官吏の優劣を区別し、各

人にその能力を発揮し尽させることにある。農学

を研究・教授し、河水を利用し、癖土を良田に変

え、土地を最大限に利用することにある。鉄道を

敷設し、電線を架設し、租税を軽くし、商務を保

護し、物質の流通を円滑にすることにある。…西

洋人が国を建て…次第に富強となるにいたった背

景には、体と用とがある。人材を学校において鍵

成し、政治を議院において論じ、君民一体となり、

上下心を同じくし、実行につとめて空論を戒め、

計画が確定した後に実行に移すこと、これがその

体である。汽船・大砲･小銃・水雷・鉄道・電線

は、その用である。中国は西洋の体を捨ててその

用のみを求めたために、駆け足にせよ徒歩にせよ、

いつまでも西洋に追いつくことはできないのであ

る。とすれば、たとえ鉄甲艦を整列させ、鉄道を

四通八達させたとしても、果して侍むに足るもの

となるであろうI鼠｣。
洋務運動への批判を基礎に、改良主義者はなお

自己の見解をも積極的に提起した。彼らの意見は

非常に広範にわたっているが、主として次の二点

に外ならない。

一つは、ヨーロッパ・ブルジョアジーの創り出

した識会制度を採用して、国内の政治を改革する

ことである。つまり、「そもそも天下は公器であ

り、国事は公務である。公器は公共のものとし、

公務は公的に処理するようにすれば、自然にうま

くいかないようなことはなくなる。これこそ識員

を選出し議院を開設することの意義である。もし

天下を私物化しし、無原則に事を処理し、阿淑追

従する無芸無学の連中が政治を担当すれば、当然、

危険な状態にたちいたらないことはない。これこ

そ議員を選出せず議院を開設しないために生じる

悪弊というべきである。…蓋し、昔から反乱が起

るのは民心の不服のためといわれている。民心の

不服は政令の不公平のために生じる。いま、人民

自身に政治を議論させ、法令の立法をまかせたと

すれば、人々はみな宿願をかなえて心の欲すると

ころに従うことができたわけであるから、なんの
（I”）

不ｌＲがあろうか｣。

もう一つは、外国侵略者にたいして商戦〔経済

戦争〕を押し進めることで、中国は機械を採用し

て各稲の商品を製造すべきこと、すなわち「兵戦

ｦ習ｳﾊ商戦ｦ習ｳﾆｶﾛｶ《鉛と主張したことで
ある。ただ、これらの改良主義者たちは、当時ま

さに萌芽しつつあったブルジョアジーを代表して

はいたけれども、ブルジョアジーの初歩的な経済

的要求と政治的要求を帯びた改良主義思想を提起

しただけである。しかも、社会的には比較的有力

なブルジョアジーの支持がなかったので、彼らは

軟弱であった。彼らはあえて正面から外国侵略者

に闘争をいどむことを呼びかけなかったし、また

封建支配者にたよって上から下への方法で彼らの

提起した政治的改革を実行しようと幻想した。か

くて、彼らの要求は、当時にあっては進歩的意義

をもち、後の変法運動に対して巨大な影響を与え

はしたものの、実現されるわけはなかったのであ

る。

第二に、清仏戦争が洋務派へ与えた影響如何の

問題をとりあげよう。洋務派は改良主義者たちが

洋務運動にたいして意見をもっているこをはっき

り知っていたが、かかる軟弱で無力な批判に対し

ては、相手にしない態度をとった。ところが、洋

務派は対外戦争で失敗し、威信を喪失したために、

いささか自己弁護をしないわけにはいかなくなっ

た。曽紀沢が1886（光緒12）年にイギリスを離れ

る前に、参賛〔参事官〕のマカートニー（すなわ

ち以前に金陵機器局を主宰した人物一原著者註）

の援助を得て書きあげた一篇の「中国先睡後蕊釦

という舗文こそ、その代表例である。この論文は

英文で書かれ、1887年１月号（光緒12年12月）の
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『亜洲評論季刊』に発表され、ついで中国語・フ

ランス語・ドイツ語に翻訳され、各国の新聞雑誌

に転戦されて悪名をとどろかせた代物である。論

文の趣旨は、外国製の銃砲・船舶を利用して清朝

政権の封建支配を強化した洋務運動を弁漣すると

ころにあるが、もはや「内患除カルレパ外侮自カ

ラ狼ム」といったきまり文句を口にせず、「国を

治めるには外侮を絶つことからはじめるべきで、

そうしてはじめて内政を整頓することも可能とな

罰という謬論を提起し､改良主義者たちの主張
する国内政治を改革して外患を除くべしという意

見と真向うから対立した。かくて、何啓と胡ﾈし垣

の鋭い批判に出会うこととなる。

曽紀沢は洋務派の軍事中心の洋務建設をとりあ

げて、これこそ中国がめざめ、いささかも寝ぼけ

ていない証拠であると主張した。何啓・胡礼垣は

摺仏戦争における馬尾海戦の敗北を例にあげ、た

とえ船堅砲利を手にしていても、内政が改められ

ず、人材が欠乏していたのではどうしようもない

ことを説いた。彼らの考えるところによれば、も

し曽紀沢が本当に外国侵略者に抵抗しようと考え

ているのであれば、まず政治を改革しなければな

らないのであって、「数十年来、中国が強敵に欺

かれ、隣国に侮辱され、ひたすらへり下り、甘ん

じて虚弱者となり、ついに屈服して弱国の地位に

おちたのは、実に、内政が整頓されなかったため

である。…侯（曽紀沢）が外を治めたいのなら、

どうか内を治めることからはじめて頂きたい。侯

が内を治めたいのなら、どうか人民を獲得するこ

とからはじめて頂きたい。侯が人民を獲得したい

のなら、どうか人民の心を獲得することからはじ

めて頂きたW､ということになる。
実際、洋務派はまた少しも外国侵略者に抵抗し

ようなどと決心したととがなかった。彼らはただ

このように改良主襲者の提起する内政改革の要求

を拒絶したにすぎず、自分たちが外国製の銃砲船

舶を買い入れるために、よりよい口実をさがし出

そうとしただけである。洋務運動が清仏戦争にお

いて破産したことを、洋務派は少しも「自覚」し

ていなかった。それどころか、外交上で失敗する

たびに、李溺章は次のように言った。「海軍はま

だ十分訓練されておらず、戦艦はなお追加購入し

なければならない」状態であるから、ここのとこ

ろは「堪え忍んで条約に調印」せざるをえないの

だ、と。かくて、さらにせっせといわゆる洋務建

設を推進しつづけたのである。どうか李溺章の次

のような論法を見ていただきたい。清仏戦争後の

中国では、すでに人民は困窮し国庫は底をつき、

経済はすこぶる困難な境地に陥っていたけれども、

彼は「また思うに、匪賊〔不隠分子〕が各所で蜂

起し、内憂外患こもごも至るようになれば、どう

していいかわからない。私（溺章）は微力ながら

重任を負わされ、ただ毎日競々たる思いである。

近ごろは気力も大いに弱って以前のようにはいか

ず、本来なら引退を乞うべきであるがあえてそれ

を願わず､坐して破局を待つ`蝋だ｣というので
ある。これはつまり、彼が反動的売国的な洋務運

動を最後まで推進するという意思表示である。洋

務派が封建的な支配階級の立場から、李溺章にみ

られるような配慮をしなければならなかったのに

は、それなりの理由があった。というのも、消仏

戦争がすでに洋務運動を破産に直面させはじめた

以上、必然的に清朝支配者の威信をも全国の人民

の面前で失鑿させることになり、また、清朝支配

者のいわゆる「自強」なるものを、外国侵略者の

面前で破産させることになったからである。だか

らこそ李鴻章は糟仏戦争以後の時期を、「内憂外

患こもごも至る」時期だと見通したのである。

李鴻章のこのような見通しの延長線上で、外国

式の銃砲・船舶によって清朝政権を保持し強化す

るためには、洋務派からすれば、洋務運動は第二

段階よりもさらに強化されるべきものであった。

外国侵略者からすれば、洋務運動はただ彼らの侵

略に道を切り開いてくれるだけで、侵略に抵抗で

きるほどのものではなかったから、外国侵略者も

またよろこんで洋務派官僚を支持した。したがっ

て、洋務運動が清仏戦争以後、第二段階から第三

段階へ入ったのは、まさに必然的な趨勢であった。

かくて、第三段階が第二段階よりもさらに軍事的

性格を強め、さらにその規模を拡大することになっ

たのも、全く理解できることがらである。この段

階で李溺章は全力を集中して「まず北洋から海軍

一艦隊を綱鋭ｲ瀞る」ことを決定し､人民の血と
汗を搾り尽くして、外国侵略者からさらに多くの

船舶・大砲を職人した。李溺章はこの時すでに死

にもの狂いで「強大」な陸海軍を金銭で買い取る
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うと考えただけで、もはや自力で大砲・船舶を製采配し、財務の賀任を負い、またキンダーが技師
造するつもりはなかった。として鉄道敷設工事を担当した。経営形態は宮，閏
この段階では、湖nK総督の張之洞が洋務連動に商弁であった。

おける「優秀新人」となり、湖北省で－迎の洋務もともと、消仏戦争以後になると、列強は対中
建股を推進し、湖北製鉄工場と湖北織布間を建投国侵酪をＩＭＩ極的に推進するために、また洋務派は
した。この段階では、ｙＩＩｉＭｉの中圧|例略はますますjiH駆的な必嬰のために、いずれも鉄道の敬設を要
強まり、一方では中国の辺蝿において｜[１１[Blの求するようになっていた．－時は、鉄道を敵設す
｢鰯鳳図』をむしりとって中国本土の西部地jlj･かくしという激論が大変さかんで、１８８５（光綣１１）

n筋ｌ

ら侵入するルートを切りMMき｣、他方では沖勝派年はまるでI↓｣国が大規模な鉄道敷設に踏み出す年
に圧力をD1]えて鉄jiii敵投を推進させた。この段階となるかのようであった。外国侵略者は「清仏戦
では、官督棚弁企業はすでに失敗し人々は官民合争後の中国が有利な市場となることを予想して、

徴を嬰求していたけれども、洋務派はこれらの111ヨーロッパですでに巨大な規模のシンジケートを
（、り

災を命<則りみようとはせず、依然として従来iuiMl撤していた｣。というのも、中国のような半植
りに噸をはこんだ｡1:(民合営の介難は１１１現しても、ｌｕ地化|家に鉄道を敵設すれば、格段の収入が保障

jiH駆的な必嬰のために、いずれも鉄道の敬設を要

求するようになっていた。一時は、鉄道を敵設す

べしという激論が大変さかんで、１８８５０慥綣１１）

年はまるで中国が大規模な鉄道敷設に踏み出す年

となるかのようであった。外国侵略者は「清仏戦

争後の中国が有利な市場となることを予想して、

ヨーロッパですでに巨大な規模のシンジケートを
（、Ｄ

ＭＩ撤していた｣。というのも、中国のような半植

民地化|家に鉄道を敵設すれば、格段の収入が保障

され、製鉄所にも確実に厚利を獲得させることが

できたからで、ヨーロッパで鉄道シンジケートが

紐織されたのも、このような情況の反映であった。

Ii11111･街各庄鉄道は'886（光緒12）年に薦台ま

で延艮されたが、これは銀135,000両を費して敷

設されたもので、鉄道の全長は32キロメートルに

達した。1887年３月15日（光緒13年２月２１日）、

醜親王＝変織は李測章に賛同して鉄道延長の件に

ついて奏請し、東の方へは山海関まで、西の方へ

は天津と北京まで延長すべしと主張し、清朝の同

意をとりつけた。李鴻章はこの鉄道敷設のために、

特別に天津鉄路公司を組織した。公司は当初資金

100万両の調達を準備し、李鴻章は同時に「沽北

路線を官民合営とす《:)｣ことを認めた｡ただ、李
溺章は手を尽して株金を募集しようとしたけれど

も、募集株金はわずかに108,500両であったので、

やむをえず天津海防支応局などから銀16万両を借

用し、同時にイギリス系の怡和洋行から銀637,000

余両を、ドイツ系の華泰銀行〔原名不詳〕から

439,000余両を借用し腱'｡かくて、1888年４月
(光緒14年３月）には薦台から塘沽へ至る鉄道が

辮雛1$:鰯|謹墓if霊j#i裏

きわめて小AM槙のものにすぎなかったばかし)では

ばく、Hi1ilniのところ、やItM119r仲たちの蛾'１１にIii）

した、

この外、澗仏IIUi7fの敗北後、瀦朝は機に染じて

洋務派の手から梅jrlIを奪いかえそうとして、１８８５

年10月（光緒11年９月）に総理海ilI事務街１１Ⅱを成

立させ、醜親王・変諏に梅躯辮務を総理させ、す

べての沿海の海駆をことごとくその指揮総括のも

とにおき、同時に慶親王＝変肋、李鴻章を派過し

て協力させ、瞥慶・曽紀沢に補佐させることとし

た。人数からいえば、５名のうち３名までは滑廷

の貴族が占めたが、実際には、醇親王はただ全局

の総括者という空名をもつだけで、変励と善殿は

海軍方面の実務に暗く、曽紀沢も従来ずっと外交

方而の仕駆を担当してきた。かくて、その実権は

やはり依然として李溺章の手に掌握され、澗朝政

府の企図は完全には宛現されなかったのである。

節三段階の洋務迎勅は、範一・第二段階に較べ

ると、明らかに内容｣:やや複雑になっている。以

下、若「の比較的瀬狸tKM1lWiiについて鋭明をillilえ
ることにしよう。

二第三段階における主要な洋務建設

当時のいわゆる北洋鉄道である。

北洋鉄道の敷設後、李鴻章はただちに天津から

北京へいたる鉄道を敷設することに着手し、「京
津鉄道は必ず厚利を得ることができ乳と考えて、
まず通州まで建設することにした。また一方では

株金を募集し、他方ではイギリス系の麗豊銀行か

Ｌ天津鉄路公司（1887年）

天津鉄路公司はまた津沽鉄路公司とも呼ばれ、
外国人はこれを中国鉄路公司と称した。これは李
溺轍が1887（光緒13）年に組織したものである。
その時彼によって任命された伍廷芳がその実務を
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ら銀200万両を借り入れ、まず銀134,500余両を鉄彼はあくまでもこの鉄道を敷設しなければならな
道敷設予定地の調査費用などとして支出(ぞ'､同時いことを主張し､｢中国に鉄道を敷設することが
に「天津から通州にいたる鉄道は、なお天津鉄路できるかどうかは、津通鉄道のなりゆきいかんに
公司に規定通り引きうけさせ!:)｣と声明した。かかってお(W(｣､しかもこの鉄道はすでに清朝の
津通鉄路〔天津・通州鉄道〕の敬設は、守旧派許可済みのもので、もし敷設とりやめにでもなれ
と洋務派の激烈な論争を引きおこした｡余聯泥．ば朝令幕改の印象を与え､｢外国人の噸豐｣を招
屠仁守・洪良品・奎潤等を代表とする守旧派は、くことになると考えた。

しきりにこの鉄道敷設に反対したが、その主要な洋務派と守旧派は各々互いに見解を固持し、相
理由は次の三点にあった。い譲らないため、清朝も決定することができず、
第一に、鉄道の敵設は敵に手を貸す所以である両派の意見を1889年２月14日（光緒15年正月15日）
こと。すなわち「鉄道がいったん開通すれば、天付で各省の総督・巡撫に送って検討させ、覆奏す
津から北京へ、全く障害物なしに直入できるようることを命じた。

になり、…奥地の片田舎まですべて外国の邪教に台湾巡撫の劉銘伝は李鴻章の意見に賛成し、津
感染し､風俗に有害で劇｣､｢鉄道汽車を建設す通鉄道をもって｢ことごとく藩離を取り払い､門
るのは､敵のために縮地dlfiiTiを施してやるような戸を開くもの｣とする論調を批判し､大治は北
ものであ(:〕こと。京の正面玄関であり､津通鉄道を修築するのはま
第二に、鉄道の敷設は、必らず人民を騒がせるさに大沽守備軍を強化し、兵員の移動、軍糧の輪
であろうこと。すなわち「鉄道を敷設するには、送をはかるためであるとした。両広総督の張之洞
必らず墓地を削りとり家屋を取り壊し、田畑を踏’よ暫く津通鉄道の敷設を延期し、北京郊外の薗溝
みにじり、井戸を埋めることになるから、あらゆ橋から河南省を経て湖北省漢口鎮にいたる鉄道を
るところで民衆に大きな被害を及ぼすだろう。民改築するよう要精した。張之洞の説明によれば、
衆はどうして堪えられよう鋼。この鉄道は国内の奥地に建設されるので｢敵を引
第三に、鉄道は人民の生計を奪うこと。すなわき入れる心配もなく－１，国産品を流通させ、人民
ち「天津から北京へ往来する馬車は約三千輔、船の生活を向上させることができる、というわけで
舶は約数万隻に達し、馬のまぐさは旅館から買い、あった。

食物は商店から買っている。いったん鉄道が開通清朝は最終的に張之洞のこの折衷的な意見に同
すれば、数十百万の民衆は全く生計の道を閉ざさ意し、津通鉄道の修築を停止した。張之洞もまた

れ、彼らは行き倒れるか、匪賊になるか、二つに洋務派ではあったけれども彼の麓漢鉄道〔薗溝橋・
一つである。このように馬車・船舶に依存する民漠口鉄道〕の計画は、李鴻章の計画と対立するも

衆に損害をもたらすことにな(罰。のであった｡李溺章が頼りにしたのはｲｷﾞﾘｽ侵
李期章はこれらの反対理由に逐一反駁を加え、略者であり、張之洞は表面的には比匡l銀行〔ベル
軍事的意蕊の観点から、この鉄道の重要性を強調ギー銀行〕から借款を得たが、実際に彼を支持し
し、「鉄道の敷設はどこの国でも行われているこたのはフランスとロシアであった。

とで、自強の根本である。…現在、津通鉄道を敦李溺章は津通鉄道を敷設するという目的を達成
設せんとするlま、海上の運送、後衛部隊の移駐にできなかったので、今度は北洋鉄道を唐山から山

備えるためである。海寵がわが鉄道を利用するな海関へ接続しようとし、こうしてこそ「北洋の声
どということは、空でも飛んで来るというのでな勢ははじめて壮んとなり、防衛体制もほぼ完傭す
い限り､不可能であ渤､したがって｢鉄道を創罰と考えた｡これは李鴻章が計画しつつあった
達したいというわれわれの真意は、外国に倣って関東鉄道の第一段階であって、官営企業とするこ
いたるところに敷設しようというのではなく、専とになっていた。１８９０（光緒17）年に北洋官鉄路

ら軍事に役立てることにあり､単に津通路線を整局が成立すると､記名蝋の周蘭亭と直隷候補道
傭するだけでなく、全局を応援するこができるよの李樹葉が宮路総弁となり、イギリス人のキンダー

うにしたいと希望してい乳と指摘する｡最後に、を総技師〔技師長〕に､コックス〔Cox,ＡＧ〕
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を築路技師〔鉄道建設技師〕に任じ、「一切の旅

客車、貨物車はすべて暫くの間津沽公司のものを

互いに融通しあって使用し、いずれ後ほど職人も

しくは製造す鷲)｣こととしたが､実際には官営の
北洋官鉄路局が官督商弁の天津鉄路公司の路線と

設備の全部を併呑することとなった。

１８９０（光緒16）年、外国人技術者のキソダー、

コックスらは現場へ赴いて測邇調査し、外国に鉄

道のレール5000余トンを発注し、同年のうちに着

工した。１８９４（光緒20）年に唐山から山海関にい

たる鉄道が完成、全長128キロメートルに達した

が、関外〔山海関以東〕へ延長し、同年７月（清

暦６月）の日清戦争勃発時点までに、すでに閣外

へも64キロメートルに及ぶ鉄道力敷設されていた。

この外、台湾地方でも鉄道の敷設がはじまった．

1886年の末（光緒12年）に、清朝政府は台湾の台

北府から基隆にいたる鉄道敷設を劉銘伝に許可し

た。イギリス人技師マゼソソ〔Matheson，Henry

Ｏ〕の采配によって、1891（光緒17）年に完成し

たこの鉄道は、全長29キロメートルであった。１８９３

(光緒19）年にはまた、台北府から新竹にいたる

全長48キロメートルの鉄道が敷設された。

ところで、洋務運動期間中に洋務派によって敷

設された鉄道を総計しても、わずかに400キロメー

トル弱にすぎない。これらの鉄道を敷設する過程

には、単に守旧派と洋務派の激烈な論争があった

ばかりではなく、外国侵略者相互の日ましに尖鋭

化する明争暗闘も反映されていた。前掲の唐山・

膏各庄鉄道および天津鉄路公司についての叙述か

らも明らかのように、洋務運動期の鉄道敷設事業

は、イギリス侵略者ときわめて密接な関係にあり、

あらゆる設計・建設を采配する技師はほとんどす

べてイギリス人であって、重要機材もまたほとん

どイギリスから輸入された。まさにイギリスの議

会磯貝ジョン・ベンダー〔Pender,Ｊｏｈｎ〕が188

４（光緒10）年にイギリス外務省へ送った瞥信の

なかで述べているように、中国の鉄道敷設は「イ

ギリスについていえば、最大の重要性をもってい

る－思うに、われわれの萎縮した鉄鋼業にとっ

ても、外国との競争のために目下厳しい試練を譲

りつつあるわれわれの機械製造工業にとっても､．

〔中国の鉄道敷設は〕いずれにも活路を与えてく

れるものとなるである乳と考えられていた。

明らかに、イギリス侵略者は、中国の鉄道機材

の発注に頼って自国工業を十分に操業させようと

意図していた。怡和洋行の保存警類の中から発見

された資料によれば、１８８５（光緒11）年のうちに、

イギリス商人は鉄道の敷設を見込んで、天津で土
（215】

地を購入していた。１８８６（光緒12）年の秋に|ま、

｢怡和洋行がちっぽけな鉄道を数里ほどのところ

から運びこんできて、紫竹林という租界の公園内

に陳列してみせているのも、蓋しデモンストレー

ションをして買い手を求めているのである(ｻﾞ｣と
観測されていた。

イギリスがこのように中国の鉄道敷設を独占し

ようとする情況を前にして、その他の帝国主義の

不満力嫌り、ここに競争が引き起されることとなっ

たり中国駐在ドイツ公使のプラントは総理衙門に

圧力を加え、ドイツ資本家のためにいろいろと世

話をやいてやった。李鴻章の認めるところによれ

ば、こちらはドイツの面倒を十分にみてやってい

るのに、プラントは満足することを知らない。

｢北洋〔河北・山東・遼寧各省の沿海地方〕で毎

年胸入する機械や雇用する人間についていえば、

実にドイツ産のものが多数を占めており、たとえ

ば先日開平商人が65里の鉄道（腎各圧から薗台へ

いたる鉄道を指す－原著者註）を引き込んだ折

にも、使用レールはやはりドイツのクルップエ場

から購入したのに、プラント公使はなおそれでも
（2ｍ

満足しｔｊ:いのであろうか」という調子である。

当時、さかんに伝えられたように、「1886年に

は、クルップを含むシンジケートは中国にもその

出先機関をもち、ビスマルク〔Bismarck〕の思

い切った援助を受けていたので、少なくとも3000

ポンドに相当する鉄道その他の特権を、全力をあ

げて取得しようとしたといわれ、そのためにタイ

ムス紙〔Ｔｈｅtimes〕はヒステリックにわめきた

てたのであ鷲Llo
同様に、フランスもまた次のような中仏会訂越

南条約の規定、すなわち「中仏双方は今後もし中

国が鉄道を創設しようとする場合には、フランス

の鉄道専門家に相談することとし、技術者の募集

についてはフランスが全力をあげて援助する」と

いう規定にもとづいて、天津にフランス天津製造

公会を設立､中国における鉄道敷設権取得の準備に
（】知り

とりかかった。フランス公使のノレメール〔Lemaire，
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VictorGabriel〕および代理公使のリステリュー

バー〔Ristelheber，Paul〕もまた前後して条約

を楯に総理衙門を圧迫し要求通りに処理させよう

とした。そこで、李鴻章は止むをえず、「すでに

イギリス製のレールを用いることになっており、

勢いフランスの汽車を用いることはできない」と

いう情況であったけれども、なんとか融通してフ

ランスの機材を購買しようと考え、北洋官鉄路局

に命じて、「興河以西の各小橋の鉄材、価格にし

ておよそ四五万両分はフランス商人に買い付けを

引請けさせ、また侠水県拒馬河では目下フランス

商人の吉ﾈ鴎〔原名不祥〕に建設・資材費二万数

千両で鉄橋一座を譜食わせることにしているから、

フランスとの誼みにも欠けるところはないと恩わ

ｵ,J1:Ｌｌと判断した。
帝国主義は鉄道の敷設を中国侵略の道具とみな

していた。ところが、季鴻章はその売国的政策に

もとづいて「国家間の友好という観点からも、当

然融通を圏酌すべきであ胃｣と考えたのである。
このことは、まさに彼が実際にはすでに国際帝国

主義の中国における走狗となり下がり、あらゆる

外国侵略者の要求を満足させようと考えていたこ

とを証明している。かくて、帝国主義は中国の鉄

道敷設問題をめぐって尖鋭な闘争を展開したが、

鱗鑑鰯雲翼鮒察』篭
ろ。

で、船舶の価格は銃砲よりもはるかに高くついた。

たとえば、定遠・鎮遠という二隻の鉄甲艦と済遠

という鉄甲快速船は､｢銀四百数十万両の価霜」
で、当時の貨幣価値で計算すれば、中国にいくつ

もの鉱務局や紡織局を建設するのに十分な金額で

あった。

周知のように、当時の清朝政府はきわめて困難

な財政状態にあり、しかも船舶を購入するには巨

額の資金を必要としたが、李鴻章はむしろきっぱ

りと次のように断言した。すなわち、「自強を求

めようとすれば、既成観念を打破し、鉄甲船を購

入することなしには不可能であ鷲ｈと｡彼は｢自
強」というこのありきたりのスローガンを戦艦・

船舶を購入する理由に掲げ、あたかも外国侵略者

に抵抗しようとしているかのようであった。しか

し、実際には、全くのまやかしであって、次のよ

うな言い草のなかにすでに馬脚があらわれていた。

すなわち、彼の唯一の目的は、いわゆる「高価な

最新式の戦艦を買い入れ、威容を整えて相手の志

気をくじ(？'｣ことで､彼はこれこそ兵法に合致し
たものとし、「他に先じて最新式の戦艦を一隻で

も所有することができれば、その声威はすでに遠

くまで伝わるから、まさに兵法家のいう声威を壮

んにして戦わずしてiBi減させる方法であ(:ｂと考
えた。

実際、まさに彼が外国製の銃砲を購入する際

に語ったように、銃砲を購入するのは「いささか

声威を壮んにするためにすぎないのであって、あ

えて今ただちに大敵を防ぐのにすぐ役立つという

わけではな儲のである｡これを見てもわかるよ
うに、洋務派はいささかの実事求是〔事実にもと

づいて真理を追求する〕の作風をも決してもちあ

わせていなかったのであって、しかも、自からを

欺き人をも欺く点では、確かにきわめて驚くべき

程度に連していたのである。ここには、当時の中

国の封建支配階級がどれほど腐敗していたかが写

し出されている。

資金に限界があるため、海関総税務司のイギリ

ス人ハートの勧誘によって、李鴻章はまずイギリ

スのアームストロング社から鉄甲船よりも値段の

安いモスキート艦を鯛入した。ハートのいうとこ

ろによれば、この種の船舶は沿岸防衛用のすぐれ

た武器で、「搭献砲はやや大きく、水深の浅いと

２北洋海軍の編成（1888年）

北洋艦隊は1888（光緒14）年に建設された。し

かし、洋務運動の第二段階において、李鴻章はす

でに全力をあげてこの艦隊を建設する決意を固め

ていた。はやくも1874（同治13）年には、総理衙

門が「海防ヲ創議スルノ摺」のなかで、北洋にお

いてまず水師〔海軍〕一軍を建設するよう提案し

ている謡､完成までに前後,5年の歳月を費してい
る。この長期にわたる間、李朔章は「寝食を忘れ

て」この艦隊を建設する準備工作をつづけた。ま

さに、洋務運動の全期間におけるあらゆる洋務建

設のなかでも、この北洋艦隊の建設こそはもっと

も長期にわたり、もっとも多額の資金を費したも

のであることを指摘しておかなければならない。

その船舶はほとんど皆外国から職人して得たもの
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ころでも鉄甲船を爆破することができ胃｣というた｡定遠は期限通り1882年7月（光緒8年６月）
ことであった。そこで、１８７９（光緒５）年までに、に完成したが、手抜き工事をしていたことがわかつ

李溺章は前後して龍騒･虎威･飛髭･策電･鎮東．て引取りを断わられ、重ねて修理を加えたうえで、

鎖西・鎮南・鎮北など八隻のモスキート艦をイギようやく1883（光緒９）年の春にいたって、すべ

リスから買い入れた。ところが、いづくんぞ知らて完成したことが確認された。他方、李鳳苞は鱗

ん。これらのモスキート艦を中国へ引き入れてみ入の過程で大いに汚職をはたらき、「長い間物護

ると、ハートが言ったような性能はなく、実際にをかもすにいたったが、それというのも、鉄甲船

は－大詐欺事件というべきであった。というのも、二隻を購入した際の価格三百万両から二割を割引

第一に、品質の点からみると、これらの艦船はいかせ、六十万両を横領して自分の懐に入れたから

づれも使いふるされた機械と鋼材で彌縫されたもである。また、聞くところによると、ドックの修

ので、「以前にイギリスの〔アームストイロソグ築に数十万両の金銭を浪費し、将来の船舶の善し

社の〕工場から購入した数隻のモスキート艦は、悪しはわからないが、当人はすでにたっぷりとた

いずれも鋼鉄の切れ端をはめこんで造られていて、め込んだということであ(勤｡同時にまた､彼は

李溺章は前後して龍騒･虎威･飛髭･策電･鎮東・

鎮西・鎮南・鎮北など八隻のモスキート艦をイギ

リスから買い入れた。ところが、いづくんぞ知ら

ん。これらのモスキート艦を中国へ引き入れてみ

ると、ハートが言ったような性能はなく、実際に

は－大詐欺事件というべきであった。というのも、

第一に、品質の点からみると、これらの艦船はい

づれも使いふるされた機械と鋼材で彌縫されたも

ので、「以前にイギリスの〔アームストイロソグ

社の〕工場から購入した数隻のモスキート艦は、

いずれも鋼鉄の切れ端をはめこんで造られていて、

年に二回修理しなければなら評｣､二年とたたな
いうちに、船底の鉄板は銭で腐蝕し、船上の機械

もしばしば損傷し露ので､上海の耶松ﾄﾞｯｸや祥
生ドックなどの外国人の工場で修理せざるをえな

かったのであるが、その修理費はややもすれば数

千両から一万余両にも達したのである。

第二に、速力の点では、これらの艦戦は普通の

商船にも及ばず、「その艦船が……イギリスから

廻航して来るのに、……半年もかかり、風がない

かあるいは弱い場合には航海できるが、風が強け

れば運航中止と放るので、風浪をおそれることな

く40余日で中国へ到着できる各種の商船や軍艦に

較べれば､大変な違いであり:l｣。
第三に、機能の点では、これらのいわゆる港湾

防衛の決め手と称された艦船は、全く戦闘に参加

できない代物で、大砲の重い割には船は軽く、大

砲の速度は遅いというありさまであった。「もし

砲弾が命中すれば、たちまち撃沈されるおそれが

あつ(１１４１｣のである。
このような事実にもかかわらず、洋務派はなお

少しも悟るところがなく、一方では引きつづきイ

ギリスから蝋入するとともに、他方ではモスキー

ト艦が役に立たないことを利用して、どうしても

鉄甲船を購入しなければならない理由にすりかえ

たｏ

李沌章は「中国に鉄甲船を購入する日が来ない

うちは、いつまでたっても自強の日は来ないだろ

勢と考えた｡彼は李鳳苞をﾄﾞｲﾂへ派igし､ス
テヅチソ〔Stettin〕のプルカン〔Vulkan〕工場

から二隻の鉄甲船すなわち定遺と鎮遠を購入させ

ドイツで済遠という快速艦一隻を購入したが、こ

れもまた手ぬかりだらけで、アームストロング社

の工場技師・槐特〔原名不詳〕は次のように批判

している。

「ボイラー室の広さはおよそ船体の三分の－を

占め、もしその下の薄い鉄板に一カ所でも孔があ

けば、たちまち浸水して船全体が沈没してしまう

かも知れない代物で、最近ではこんな構造の軍艦

はない。……ドーム型甲鉄帯の甲板はきわめて堅

固に造られているけれども、全く吃水線の下に装

置されているので、……もし戦闘の際に舷側の吃

水線のところに打ち込まれれば船内に水が入り、

ドーム型甲鉄帯の上も水びたしとなって、甲鉄帯

は破損しなくても船は沈没してしまうであろう。……

操縦桿および舵引込機はドーム型甲鉄帯の甲板の

上に備えつけられているから、各種の大砲の弾丸

をくらえば船は航行することがてきなくなるであ

ろう。..…･監視台はどの船室よりも高いので、敵

の砲弾を受けやすく、その上この船室の鉄甲の厚

さでは、銃弾を防ぐことはできても砲弾を防ぎと

めることはできない。……砲座には重厚な直甲片

〔垂直な鉄甲材〕を多く用いているが、上の方が

重くて下の方は軽くなりがちである。ところで、

軍艦は時にはエンジンを全開し猛スピードで疾走

しなければならないこともあるが、その際にはこ

の戦艦の構造では転覆しやすいし、たとえ通常の

ｽﾋﾟｰﾄﾞでも､平穏芯運航は期しがた《『Rj・
外国の兵器商人たちが互いに暴露し合ったのは、

競争相手にかわって自分の方へお得意を引きよせ

るために外ならなかった。しかし、以上に暴露さ
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れた一連の事実から、北洋海軍を構成する艦船が

全く中身のない見かけ倒しであって、なんの役に

も立たず、徒らに中国人民の巨額の資金を浪費し

てしまったことを見てとることができよう。

清仏戦争の後、洋務派はこの機会に乗じ、「資

金を調連して武器を購入し、それによって海軍を

樹立し､艦船を再編成して海防を強化す(:)｣とい
うスローガンを提起し、北洋海軍の建設計画を実

現する方向へさらに一歩踏み出した。引きつづき

イギリス、ドイツの二国から船舶を買い入れるの

に大いに力を注いだ外、１８８６（光緒12）年には各

種の鉄甲船の修理に使用するために、旅順ドック

の建設を開始した。旅順ドックの建設工事は、上

海のフランス銀行から李鴻章に紹介されたフラン

スのドウウエニ〔徳威尼〕が譜負うこととなり、

総工費の見積額は銀125万両で、３６カ月以内に完

成すること、完成後も一年間はフランス銀行がア

フターケアーにあたり、１０年間は保証することと

し、フランス領事のリステリューパーが保証人と

なった。ところで､「旅Mii港の水深は28尺〔８ｍ９６

cm〕で、ドックの深さも同様である。その定遠や

鎖遠などの大戦艦は吃水24尺〔７ｍ68ｃｍ〕以内な

らば余裕をもって出入できるが、満潮時のドック

内の水深は50尺〔16ｍ〕にも達するので、軍艦の

停泊.出港には十分であ(:l｣ということであった。
しかし、旅順ドックの規模はきわめて宏大であっ

たとはいえ、手抜き工事のために、基本的に規格

に合わず、「機械室とドックをつなぐ土台はレン

ガとセメントで築かれ、レンガのつなぎ目のとこ

ろから水が沁みこんで栞:］ので､たえず修理し
なければならない状態であった。

１８８８（光緒14）年、北洋海軍の建設計画は完成
（印）

した。このｺﾞﾋ洋艦隊の陣容(よ以下の通りである。

:

匡 ７０

4５

船名 船式 噸数 馬力 速力 砲数 船員 進水年度

攻
撃
艦
隊

定遠

鎮遠

経遠

来遠

鉄甲

同

同

同

7335

7355

2900

2900

6000

6000

3000

5000

14.5

14.5

15.5

15.5

2２

2２

1４

1４

330

330

202

202

1882（光緒８）

同

1887（光緒13）

同

防
衛
艦
隊

致遠

靖遠

平遠

超勇

揚威

鎮東

鎮西

鎮南

鎮北

鎮中

鎮辺

巡洋

同

同

同

同

砲船

同

同

同

同

同

2300

2300

2200

1350

1350

440

440

440

440

440

440

5500

5500

1500

2400

2400

350

350

440

440

750

840

18.0

18.0

14.5

15.0

15.0

8.0

8.0

8.0

8.0

8.0

8.0

2３

2３

1１

1８

1８

５

５

５

５

５

５

202

202

130

130

5５

5５

5５

5５

5５

5５

1886（光緒12）

同

●●Ｃ

1881（光緒７）

同

1879（光緒５）

同

同

同

1881（光緒７）

同

練

蟇
康済

威遠

砲船

同

1300

1300

750

840

9．５

12.0

1１

1１

124

124

同

1877（光緒３）

補
助
艦

奉安

鎮海

操江

洞雲

同

同

同

同

1258

950

950

578

600

480

400

400

100

9.0

9.0

9.0

５

５

５

４

180

100

9１

7０

1876（光緒２）

1871（同治10）

1865（同治５）

1869（同治８）
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以上の'北洋海鼠兵力表」には、次のような三実権を保持するとともに、軍事上の指揮権をも掌
握することとなり、総理衙''１１や南北洋大臣はいづっの問題点が写し出されている。

鰯一に、総艦数22笠のうち、17狸は外国から鵬れも必然的に彼の糸制をうける結果となるだろう
人したもので、そのうち他の５鰹についていえば、と考えられたからである。
たとえば平遠・1M【ilii・illII饗は柵川船IBdi3で、31鱗。ハートは目的を達成しそこねると、今度は一転
ＭＭ:はi'１:'櫛製造総局で製造されたものである！）こして、当時[|]国がすでに招'１Wしていた北洋海軍総
れらの１１[艦は１１(|旅であるとはいえ、獲際には１－教習〔主柾教授〕のイギリス人ラング〔Lang,Ｃ－
Ｕｊの鋼鉄街材はf1fili沖から,,ﾙﾂｾﾞ'したもので､外ａｐＬｗＭＪのために｢人事篭｣を争う拳に出
I叫人技術符がjillみⅥ:てて完成したのである。た。1882年５ﾉ」（光緒８年４月)、ハートはイギ
卵･に、外'11からllli入した17鰹のうち、疋遠。リス駐在の中風税務制キヤソベルに連絡し、すで

釧迎・紳蝋・米速・済述の５uiはドイツから、そに海iIj【大差ラングのために梅寵提督]~汝昌の゛下の
の他の12鰹はいずれもイギリスからMi人したものｊ鯉な地位を取得してやったことを、イギリス外
である,,」［ii1i聡隊の人1Wｹ>の鵬船がイギリス・ド務方へ税lﾘ|させた。キャンベルは外務省のポンシ
イッワ）JIlか,:,('１６人されたものであるからには、フォヅト（１）`ＭｌＩ１ｃｃ｢【)し0,ＳｉｒＪ.〕および海鰔上将
この11il力il｣ｈｌＭｊ'1|(の総Ｉｌ１ｌｉＭをy〕ぐってＷ｢)するのケイ９１１〔ＫＧｙ１八〔ImirI11SirC()Ｄｐｅ｢］あての
にいたるＵｊ６１ｌｌｊＩＭ)りりいというものである『！機密11ﾄﾞNiの/hj:かで、次のように苔っている。
Ｗli〈に、総蝋1M(22鯉のうち、｜ただ銑IIllA迷船｜鮨湖蹴はラソグに非常に散'１Mしている。しか
９鰹（すなわ1)Ⅲ:ilj・鈍遡・締jdi・求逸・致逮.し、他の列強もまさに直大な努力を払いつつあり、
ii0iMi．i/ii煙・岨IJi・柵１１mのことであろう…･’1噸とりわけドイツは全力をあげてドイツ人のために
蒋注）のみは大洋を避けることができる」けれ中国から銃砲・鉄道および電信等の注文をとりつ
ども､準期蹴はむしろこれを私有財産で､かつ沖けようとしてい(:)｣。
務派災ljnの｜命脈」であり、絶対に「他処へまわハートからの特別至急電報を受取ると、イギリ
（鋼）

す」ことのできないt〕のと考えていたのである。ス外務省もただちに海軍省へ懇請し、ハートの要

ついで、北洋海耶の訓練の問題についてみよう。求に同意して、ラソグが中国へ行って職に就くよ
洋務派はすでに外凶侵略i勝の側から艦船を買い取っう取計らった。１８８４（光緒10）年の清仏戦争の時

てきたので、それらの箙用のために外国人教官をには、ラングはすでに自分こそ「事実上中国軍隊

WllIWせざるをえず､外国人教官は実際上中国海軍の泰斗であ《勘と思っていた｡ところが、ドイツ
を訓練する全樅を;i撒撹したのである。外国侵略者の勢力増長の結果、彼はこの時点で辞職せざるそ

たちはI1JljiWiiijizをコントロールするために、まずえなかったのであって、彼にとって代ったのはド

教官のポストを薄い合った。イギリス人のハートイッの海軍総兵セベリン〔Sebelin）であった。

(よ、一方では洋務派の銃砲艦船の注文をとりつぎ、イギリス侵略者はドイツ勢力が中国へ侵入して

他"では鬼公にlI1Iiwlijjl(をコントロールしようと来るのを見ると、当然のことながら、きわめて不

企んだし,１８７９（)上納５）IFに､準iIil竃がハートへ快感を覚えた。イギリスとドイツの闘争はますま

戦｡[｡〈のｗ１ｌ'wを依ｌ１Ｍｉしたｌｌｌｊ、ハートは「教１W〔教授す激しくなった。この時、中国内部の親英派官僚

〕には棚ｌＭがないので、''１分〔ハート〕を総海防で、海軍衙l1wilj弁〔海軍省次官〕の曽紀沢も、１８

iiilにしてもらえるならば、尽力しよう」と答えた。８７（光緒13）年にマカートニーヘ送った私信のな

季測蹴は〔ハートが胴襲ｉｉ１１１練の〕「権力を独占すかで、「疑いもなく、イギリスは造船学およびそ

るのを免れないけれども、うまく仕事をさせようの他の多くの分野でもっとも優れたものをもって

とすれば、多少とも権力を与えないわけにはいくいる。私は中国がもはやドイツ製の軍艦を御用済
ま(iwjと考え､彼の要求を受け入れようとした。みにするだろうと期待してU篭】」と言っている。
しかし、最終的には大きな反対に遭った。というこの一文から、曽紀沢がイギリス侵略者をいかに

のも、もしハートを総海防司に任命して総税務司崇拝していたか、彼の主人に対してどれほど犬馬
を兼ねさせるということになれば、彼は経済上のの労をとっていたかを看取することができる。

-４６－
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当時、アームストロ>'ｸ社兵器工場支配人やハー

トといった人々はさまざまの活動を展開した。か

くて、１８８７（光緒13）年にラングは再び中国へも

どり、北洋海軍の副統領および総教習に任ぜられ、

４年余の久しきにわたってその職位にとどまった。

北洋海軍がイギリス・ドイツの二国勢力にコン

トロールされるという状況のもとで、各分野の教

授にはいづれも両国の人間が任用されたけれども、

彼らはまじめに教育・訓練しようとはせず、ただ

いいかげんなやり方で責を塞ぐことを知っている

だけであった。かくて、「海軍建設以来、配備の

艦船は大小数十隻を下らないのに、例によって連

合演習で役人を戦せる外には、一度として訓練ら

しきこともせ斜､｢左翼.右翼の総兵以下の将官
は、われがちに家族を引きつれて陸へあがって生

活し、水兵たちも婚々として船を離れ、北洋に氷

が張るころになると、海軍は例年南洋へ下るので、

ほとんどの水兵が香港・上海で女郎買いや賭博に

ふけるという状態で、識者は早くからこのような

状態を憂慮してい(ii3L｣のである｡ところが､李溺
章は北洋艦隊の表面的な強大さに幻惑されてのぼ

せあがった。1891年６月（光緒17年５月)、彼は

｢海軍ヲ巡閲シテ事竣ルノ摺」のなかで、得意満

面として洋務運動の軍事建設における成果を、次

のように総括している。

「北洋海軍は光緒14年に成立して以来現在まで

三年になるので、第一回の検閲の時期にあたって

いる。…北洋の軍艦は合計20余隻、艦隊としての

規模はほぼ整備された。將兵は連年訓練を積み、

遠洋の航海をも経験し、さらに風繍の中をも裾席

に座するが如く易々と乗り切れるほどに、各種の

技術にも精通するようになった。陸軍の各部隊も

難行苦行の演習にずっと怠りなく糖を出している。

砲台新築のために、山を掘鑿し海を埋めたてるな

ど、万難を排して完成し、軍事力の強化に役立て

ている。旅順・威海術には学校を付設し、学生た

ちはかなりの成綱もあげている。各工場で模造し

た綿火薬・褐色火薬・後装腔綬銃・速射砲・各種

の大小の弾丸は、各艦の演習・訓練の需要を十分

満たすことのできる盤に達している。このような

局面は中国にとっては実に空前のことである。総

合的に検討してみたところ、海軍の戦備は日進月

歩の勢いで強化されつつあり、当面は軍事費に限

界があって十分拡充できないが、ただ渤海の門戸

についていえば､金城蝿の体制にあ(動。
1894年５月（光緒20年４月)、李鴻章は第二回

目の検閲をおこなったが、これが彼の海軍検閲の

最後の機会となった。この時の演習の規模は第一

回目の時よりもさらに拡大し、南洋艦隊の南深・

南端・鏡清・喪泰・開済・保民の６蔓、広東水師

の広甲・広乙・広丙の３隻も連合演習に参加した。

この時、李期章は「あたかも凱旋行進のように意

気揚々としていた。彼の畢生の事業がすべての人々

に披露され、讃歎された。彼の要塞と学校、鉄道

とドック、軍艦と大砲はいづれも新たに塗装され、

磨きあげられて、まるで－新されたかのようであっ

た。礼砲は一斉に遜きわたり、飽旗〔清朝の国旗

〕ははためき､彼の来往に敬意を表し魁。
これこそ李鴻章の生涯における洋務運動の成果

のクライマックスであるが、実際にはその内部は

すっかり腐り切っていた。彼はこれらの砂上の楼

閣の如き洋務建設事業に得意満面であった。とい

うのも、彼はついに「戦わずして敵を威服させる」

艦隊を建設し、「いささか声威を壮んにする」こ

とができたように感じていたからである。しかし、

彼は真に侵略者に抵抗することを決意しなかった。

自からを欺き人をも欺く李鴻章のこのような論調

は、来たるべき日摺戦争において完全に破産を宣

告されるのである。

３湖北製鉄所（1890年）

湖北製鉄所はまた漢陽製鉄局ともいわれる。す

なわち後の漢陽鉄鋼所である。これは湖広總督の

張之洞が1890（光緒16）年に創設した中国最初の

近代的な鉄鋼工業である。

もともと1889（光緒15）年に両広総督に任用さ

れた際、張之洞は製鉄所建設の計画をもっていた。

彼は次のように言っている。

「本省（広東省）における鉄製品の輸出入量を

計算するに、毎年廉州へ入る洋鉄〔外国産の鉄〕

は約40万～50万斤、麹州〔海南島〕へ入る洋鉄は

100万斤あまり、広州城・仏山鎖に入る洋鉄はお

よそ1000万余斤、汕頭に入る洋鉄はおよそ200余

万斤である。……各省の各通商都市における鉄製

品の輸出入通を計算するに、光緒1２（1886）年の

貿易総冊記載の各省輸入の条鋼・鉄板〔厚さ４

－４７－
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、以上〕・薄板〔厚さ４ｍ以下〕・鉄線・銑鉄・

錬鉄・鋼材などは全部で110余万担〔一担＝100斤

〕であうて、鉄針は180余万密力〔ミリ？〕、－

密力ごとに1000針をつくるとして、鉄の価格と針

の価格を合計すると、およそ銀240余万両になる。

ところで、中国各省の輸出鋼・鉄・錫を合計して

も、わずかに一万四千六百数十担で、その価格は

およそ銀11万8000余両にあたり、輸入額の20分の

１にも及ばない。〔光緒〕1３（1887）年の貿易総

冊によると、外国製の鉄と針の輸入価格は213万

余両、〔光緒〕1４（1888）年の貿易総冊によると、

280余万両にも達し、しかもこの両年内には中国

輸出の鉄はついになかった。こうしてみると、中

国産の鉄の販売愛は日ごとに少<なり、数年後に

は全く問題にもならない状況を呈することとなる

のではなかろう！;Ｉｈ－
張之洞は外国産の鉄の輸入増加を見て、また、

銃砲工場の創設後に鉄鋼需要が切迫するのを見て、

1889年４月（光緒15年３月）イギリス駐在大使の

劉瑞ﾖﾘﾄﾞﾍ打電し、「イギリスの譜塞徳公司〔原名

不詳〕の鉄工所と交渉して、一日に銑鉄100トン

まで生産可能な大型の熔鉱炉二台と錬鉄・鋼鉄精

練用の各炉の圧延装置および鉄道用の各種機械を、

イギリス貨幣８万3500ポンドで購入する契約を結

ばせ、手付金として２万7833ポンドを送り、…定

価のﾎﾟﾝﾄﾞ価格は銀13万1670両に換算す(:〕こと
とし、同時に広州城外を流れる珠江の南岸の鳳風

嵐に工場を建設する予定であった。

ところが、1889年の末に、張之洞は湖広総督へ

転任したので、まず広東で企画した銃砲工場を湖

北省漠陽の大別山の麓へ移し、湖北槍砲廠（漢陽

兵工廠の前身）を成立させた。銃砲工場の機械は、

ドイツ駐在大使の洪鈎がベルリンのレーヴェ機械工

場〔WerkzeugmaschinenfabrikLudwigLoewe

＆ＣｑｉｎＢｅｒｌｉｎ〕から購入したもので、新式の

連発モ学ゼル銃およびクルップの山砲を鏑造する

ことができた。1890年９月（光緒16年８月)、張

之洞はまた広東で企画した製鉄所を湖北省へ移し、

湖北製鉄所を成立させたが､銃砲工場と連結する

ために、その工塙敵地は大月Ｉ山の随に選定された。

その工場｢敷地は縦600丈〔約２km〕、横100丈〔

320ｍ〕で、……熔鉱炉は全部で200余台、毎日各

部門に勤務する労働者はおよそ1300名～1400名、

５日ごとに締めくくって、およそ7000余名の労働
（童）

者である｣。

工場で使用する機械の大部分はイギリスから購

入したもので、「二台の大型のクリープランド式

製鉄用熔鉱炉とその全装置、附属物、機械などが

そろっていて､毎日およそ100トンの銑鉄を生産で

きる。フルセットのベッセマー回転炉〔Bossemer

Conve｢ter〕装置には二つの５トンの化成炉およ

び熔鉱炉、鋳造用クレーン、送風ポンプなどが含

まれている。その上、小さなシーメンスマーティン

式平炉〔SiemensMartinOpen-hearthfumace

〕が装備され、この製鉄所の設備を完全なものに

してい胃｣ということであった｡製鉄所は次々に
建設されていき、1893年10月（光緒19年９月）に

はじめて10工場全部が完成した。そのなかには６

つの大工場と４つの小工場がふくまれる。６つの

大工場の内訳は、ベッセマー式製鋼所、シーメン

ス式製鋼所、レール製造所、鉄製品製造所、錬鉄

精煉所および銑鉄精練所であり、４つの小工場の

内訳は機械製作所、鋼鉄所、鍛造所および添板・

ﾚｰﾙの狭接板.犬釘製造所であ(乳
製鉄所には多数の外国人技術者が雇用されたが、

主要な人物にはイギリス人の享納利賀伯生〔原名

不詳〕やベルギー人のプレイプ〔Braive，Ｅ〕等

がいた。張之洞はこれらの技術者について次のよ

うに考えていた。

「郭省〔湖北省〕に熔鉱炉を開設するには、当

然多数の外国人技術者を用いて慎重を期さざるを

えない。そこで、すでに採用済みの外国人教授、

鉱山技師、工場技師などの技術者以外に、引きつ

づき各工場に必要な外国人技術者を募集すること

にし、絶対にこれ以上減らすわけにはいかないぎ

りぎりの人数を28名にしぼって、ヨーロッパで著

名なジョン・コックリル大製鉄工場〔SOC,ａｎon，

johnCockerill〕に依託し、中国政府に代って募

集してもらったところ、これらの技術者は本年４

月(1894年５月)にそろって中国へ到着し擬l｣。
外国人技術者が湖北製鉄所へ到着後、1894年６

月28日（光緒20年５月25日）に精錬を開始するこ

ととなり、「まず大型の銑鉄用熔鉱炉一合が始動

し、一昼夜で８回にわたって50余トンの鉄を生産

したが、lFt近では日産60～70トンに連することも

あ鷲〕ということであった｡日産平均60トンとし

－４８－
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（錨）

て計算すれば、当時の湖北製鉄所は-を預間で21900き渡すこととなったのである。

トンの銑鉄を生産できたことになる。最後に、次の点をも指摘しておかなければなら

ところで、製鉄にはどうしても鉱山の開発が必ない。すなわち、張之洞が湖北製鉄所を建設した

要である。そこで、張之洞は湖北製鉄所の創設とのは外国鉄鋼の輸入増加に刺激されたからである

同時に、大治の鉱山を採掘することにした。１８９１けれども、より根本的には、軍事上の観点が優先

(光緒17）年、大治の鉄山鋪で鉄鉱石の採掘が開されていたということである。彼は後に直接次の

始された。その鉄鉱石の含鉄箪は64パーセントで、ように告白している。すなわち「湖北製鉄所が鉄

露天掘りで採掘できるものだけでも2700万トンと道のレールや機械戦艦を製造したのは、根本的に

見積られ、この鉄山の「長さは３マイル、高さは’よ軍事上の切実な要求に関係している」「鉄鋼を

400フィートもあり、毎日700トンの鉄鉱石を採掘生産すること、自力で銃砲をつくり出すこと、こ

するとして、1000年もの間採掘しつづけるのに十の二つのことは互いに関連しており、実に軍備の
（zmD

分なだけの埋蔵量をもっていた｣。また附近の輿充実ｶﾖ要求されている今日の最も急務とするとこ

国州には「鉄鋼の籾錬にもっとも必要とされるマろであって、万一にもいささかの停滞があっては

ﾝｶﾞﾝ鉱があ(乳｡炭坑についていえば､｢大治のならな《N〕と。
王三石炭坑には三つの縦坑があり、その一つの炭張之洞は、銃砲の製造にはなによりもまず鉄鋼

層は24尺、一つは14尺、一つは４尺である。明家が必要で、したがって製鉄所こそIま銃砲工場の基

湾の道士樅炭坑には二つの縦坑があり、その一つ礎である、と考えたのである。銃砲工場の組織は

の炭層は４尺、一つは１尺ほどである。江夏県馬大砲工場・小銃工場・砲架工場・砲弾工場・銃弾

鞍山炭坑の鉄板里には､二つの大きな縦坑があり、工場の５カ所に分けられ、「そこで製造された銃

その一つの炭層は12尺、一つは３尺である。各坑砲弾丸は津局〔天津機器局〕の数倍以上であり、

道の炭質は同じもので､旺んに採掘され､鉄鋼の魑局〔江南製造総局〕をもうわまわってい胃｣。
精錬にも用いることができ、毎日少くとも600卜その規模は洋務運動の第一段階における軍需工業

ｿの石炭を産出すぐ:】｣｡したがって､当時の規模とくらべても､それをうわまわることはあっても
からいえば、湖北製鉄所は「実に鉄鉱石の採掘、下まわることはない。そこで生産された兵器は、

鋼鉄の精錬、石炭の採掘という三大事業を一つに質と愛の点からいえば、江南製造総局や天津機器

統合したも乳であり、これをもって中国最初の局のものよりもすぐれていた｡洋務運動の末期お
鉄鋼コンビナートとみなしてよいであろう。よびその破産後に､張之洞がある程度李鴻章にとつ

ところで、湖北製鉄所の建設経費はきわめて巨て代わって清朝反動政権の支柱となり、外国侵略

額にのぼり、李鴻章が外国から鉄甲艦を購入した者の嘱目するところとなったのも、このような情

費用に引けを取らなかった。製鉄所の当初見積額呪によって説明されよう。

|ﾎ2,4680000余両で、清朝政府は200万両を支出し

て建設資金としたが、後に機械を追加購入したた４湖北織布局（1890年）

め、324,000余両の増額となった。実際の支出経湖北織布局は張之洞が1890（光緒16）年に武昌

費は当初見積額をはるかに超過し、その上浪費もの文昌門外に創設した官営の紡績織布工業である。

きわめて多くて巨額の欠損を出し、どうにも経営湖北製鉄所と同様に、湖北織布局もまた張之洞が

を維持できない情況へたちいたった。1890年の建広東省から移設したものである。１８８８（光緒14）

設開始の日から1896年までの前後６～７年間に年に両広総督へ任命された時、張之洞はこの種の

｢各年の各部門への支出費用を総計すると、およ企業を建設しようと志した。彼は言う。「外国製

そ五百数十万鍔]に達した｡張之洞は資金調運のの織物の販売額は日一日と増加しつつあり､一年
目途が立たなくなったので、ついに推重系買弁の間に千余万両にも連するほどであるから大変な利

盛宣懐を引きこんで、彼が鉄道経営の傍ら湖北製益をあげていることになる。その分だけ中国の国

鉄所を官営から民営へ移すのを承認する外はなかつ益が海外へ流出していることになるわけで、よる

た。かくて、実際には、湖北製鉄所を盛宣懐へ引しくこれを防がなければならない。もし広東省に
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賃は安く運送費も省けるので、外国製品と対抗しに

て十分利益をあげることができるはずであるから、布

まことによろしく振興すべきであ胃1｣と。イ
１８８９（光緒15）年に、張之洞はイギリス駐在大干

使で広東巡撫に新任された劉瑞芥へ打電し、イギな

リスから「織機1000台とそれに見合う紡績・染糸．を

綿繰り・模様織り用の機械および蒸気機関、ポイ第

ラー、通水管、蒸気パイプ、クラソクシャフトなさ

どを、イギリス貨幣84,832ポンドで、それに運送。１４

保険費を加えポンドから銀両へ換算して40余万両る

圏購入する契約を結ばせた｡ついで､工場の位時

第41奥Ｉ

口全市をもって計算すれば、官立織布局の生産綿

布は僅かに漢口市の販売額の60分の１にすぎず、

イギリスの織機13万余台、アメリカの織機15万数

千台にくらべれば、全くその万分の一にもあたら

ない。願わくは、極力規模の拡張につとめ、余力

を適さないようにしたいものである。そうすれば、

第一に毎年3000万～4000万両の巨額を海外へ流出

させないようにすることができるし、第二に毎年

1400万余匹の外国製綿布の中国への輸入を防逼す

ることができるである(乳と期待されていた｡当
時の中国の織物市場はきわめて広大で、織物業の

高利潤が約束されていたことから、洋務派官僚も

熱狂的に工場建設・拡張にのり出したことを窺う

ことができよう。

１８９４（光緒20）年に、張之洞はまた紡績工場を

増設することにしたけれども、資金の調達には困

難をきわめた。この問題を解決するには、「民間

の商人を招いて援助を求める方法しかない。現に

すでに民間から株金を募集し、紡績機械を購入す

る契約を結び、郷省〔湖北省〕の文昌門外の織布

局付近に土地を職人して、南北二つの紡績工場を

建設しつつある。一挙に現金を調達することが困

難なので、まず商人に立て替えてもらうことにし、

上海の良済洋行〔BelgianTradingCo.〕、瑞記

洋行〔Ａ｢nholdKarbeng＆ＣＯ.〕と契約して、

湖北省の綿糸を使って10番手から16番手まで紡ぎ

出すことのできる新式の高級機械一式、９万700

余錘を購入することにしてい(:)｣とのことであっ
た。この二つの紡績工場のうち最終的に成功した

のは、北工場すなわち湖北紡紗局だけで、それは

政府と民間が各々30万両づっ出資して合弁〔共同

経営〕したものである。しかし、この官民合営の

紡績工場にたいして、張之洞は総弁〔総裁〕を任

用して経営をまかせた外、広東侯補道の王某を推

薦し、工場に常勤して実務を監督させることにし

たので、実際には官督商弁の企業と少しも区別さ

れるところはなく、商人たちに合営の困難さを感

じさせるだけであった。最終的には、張之洞は一

歩も譲歩することなく、あっさりとまるごと官営

にしてしまった。南工場にいたっては、機械はす

でに運び込まれていたものの、一向に完成せず、

その機械を後に張審が運んで行って南通大生紡績

工場を造ったのである。

霞は広州の河南に確定し、原料の棉花については〈

南通・嘉定・南翔・松江・寧波などで生産される

棉花および部分的にはアメリカ産棉花を用いるこ

とにした。工場の建設資金についていえば、当時

資金調達には相当の困難をきわめたものであるが、

ちょうどうまい具合に､この時「剛姓〔賭博〕に

手を出した商人が40万両の罰金を課せられたの

で､これをそのまま紡績機購入資金にまわ零｣こ
ととしたＣ

ｌ889年の末、張之洞は湖広総督へ転任すると、

｢郭省（湖北省）の長江沿岸一帯には棉花生産地

がきわめて多いので、広東よりも織物工場を創設

するのに都合がよ『hという口実のもとに､織布
局を1890年に武昌へ移転させ、湖北織布局と称し

た。彼はこの時後任の両広総督・李禰章と協議し

て、聞姓〔賭博〕の罰金を湖北省へ移して使用す

ることとし、1889年に40万両を受取り、1890年に

も16万両を受取ったが、それでもなお出費をまか

なうことができなかったので、広東省が山西善後

局から借り入れた20万両の借款をも湖北へ移送さ

せた。その上、織布局が利息の支払を引謂けると

いう条件で、イギリス系の雁豊銀行から前後16万

両の借款を手に入れた。

1891年に工場の建物建設を開始し、機械もまた

陸続として運びこまれた。１８９２（光緒18）年の末

に湖北織布局は３年半の準備過程を経て漸く操業

するにいたった。当時、「織機は1000台で、その

外に1200馬力の圧力をもつジャガード1000台も

備えつけられている。今年の冬にはまず200台が

操業を開始し、一昼夜でおよそ400匹織り出すこ

とになっていろ。来年の春には各織機とも一斉に

操業し、一昼夜で2000匹織り出すはずである。漢
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順調で、すこぶる豊富な利益を得ている。……ま

た紡績工場を増設したことによって厚利がうみ出

されてい【罰などと張之洞力轌うのも､まさにもっ
ともなことであった。

第二に、これらの企業の利益を、彼らの経営す

る軍需工業の支援にまわすことにある。それとい

うのも、とどのつまりは軍事的観点から出発した

ものであるからである。張之洞は1893年４月（光

緒19年２月）の「預〆鉄局ノ成本ヲ簿ルノ摺」の

なかで、次のように言う。すなわち、「織布工場

はすでに完成し、次々に労働者を増やして生産を

はじめ、機械の調子もきわめてよく、来年には利

益が見込まれるようなので、斜酌して製鉄工場の

経費補助へまわすこともできるかと思われる。……

要するに、湖北省に建設された製鉄工場・銃砲工

場・織布局は当然相互に融通し合うべきで、この

三つの工場が一体となって共通の計画をたて、随

時に勘酌して相互に協力し合うようにすれば、必

ずや三つの事業を同時併行的に推進して、しかも

各事業を成功させることができるはずであるから、

以後二度と戸部〔大蔵省〕の資金支出を要請する

ようなことは､決してないである胃Llと。
ところが、実際には、張之洞の采配する軍需工

業は、当時資金面できわめて困難な境地に陥って

いたので、彼はただこのような手練手管を弄し、

紡織工業への商人の投資を利用して、軍需工業の

さしせまった需要に応ずる外はなかったのである。

1894年11月（光緒20年10月)、湖北紡紗局の機械

さえまだ運びこまれていない時に、彼は商人の投

資した資金を「暫く拝借して製鉄工場・銃砲工場

の費用に充て｣、しかも同時に紡績工場の完成後

は「織布局の気勢もいよいよ挙がり、毎年利益を

生み出して製鉄工場の経費を大いに援助でき雷」
ようになることを期待した。かくて、張之洞が創

設した紡織工業は、実際にはやはり彼の軍需工業

の附属物にすぎなかったというべきであろう。

工場を造ったのである。

張之洞は紡績工場を増設したその年に、武昌の

望山門の外に湖北繰糸局〔製糸工場〕をも開設し

た。というのも、「この10年来、上海や広東の商

人たちのなかには、西洋式に機械で製糸するもの

が多いけれども、人間の手で製糸したものにくら

べると、その価格はほとんど三倍にも達し、もっ

ぱら外国へ売りつけていて、売れ行きも頗る好調

であ(乳と彼は見てとっていたからである｡同時
に､ちょうどその頃､候選鰍の黄晋茶なるもの
が、「自宅に何年も前から機械製糸工場を開設し、

しかも漢口には生糸問屋をもっていて、すごぶる

事情に通じていた。（そこで張之洞は）職員を派

遣して黄晋繋と相談させ、工場の経営を彼にまか

せ、まず公金を拝借して操業をはじめ、その後に

民間からの株金募集でまかな(野)こととした。しか
し、最終的には湖北織糸局も官督商弁の企業とな

り、政府資本８割、民間資本２割の比率とされ、

全部で200釜の糸繰車を備えつけていた。

この外、同時期に、張之洞は製麻方面でも厚利

を博することができると見て、湖北製麻局を設立

した。湖北織布局・湖北紡紗局・湖北繰糸局およ

び湖北製麻局の四局を一つに合わせたものが、当

時のいわゆる湖北紡織官局である。

当時、帝国主義の経済侵略が日ごとに拡大・深

刻化する情況のもとで、中国人民の愛国主義の思

想が激成されていたため､誰もが外国商品ボイコッ

ト、利権回収の要求をもっていた。かくて、張之

洞に代表される洋務派の大官僚たちは、これらの

企業を設立する際に、人を引きつける愛国的な文

句をもって企業設立の理由とせざるをえず、愛国

の仮面をつけて各方面から資本を募集し、資金面

での困難を解決しないわけにはいかなかった。彼

らを促迫してこれらの企業を設立させた真の原因

は、次の点にある。

第一に、これらの企業には儲かる見込みがあっ

たことである。彼らは外国商人が外国から綿糸・

綿布を持ち込んできてもなお莫大な利潤をあげて

いるのを見て、もし自分たちで機械を用いて生産

すれば、国内で原料を獲得し、労働者の賃金も安

くてすむうえに運送費も省けるから、当然利潤は

大きくなるはずだと考えた。案の定、湖北織布局

が「操業を開始して以来、製品の売れ行きは甚だ

５華新紡織新局（1891年）

華新紡織新局は上海道台の唐松岩が1891（光緒

17）年に上海において指揮・開設した官民合営

(半官半民）の紡織物工業である。

この紡織工業の規模はきわめて小さく、当初は

僅かに7008錘で、１８９２（光緒18）年に2016錘を加
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遵守してもしなくてもよいものであったのである。

第二に、その成立事情についていえば、官督商

弁企業の失敗を十分に反映している。つまり、民

間人はむしろ資金を集めて官民合営の華新紡織新

周一たとえ規模は小さくとも－を設立するこ

とを希望し、官督商弁の規模の大きな上海機器織

布局へ投資するという形で参加することを望まな

かったということである。李鴻章・張之洞らは第

三段階の洋務建設において、民間人の反対を顕り

みず、原則的に官営あるいは官督商弁の形態を堅

持しつづけたけれども、資金調達がきわめて困難

であったために、個々の企業については官民合営

の看板をかかげて民間資本を吸収する手段とせざ

るをえなかった。たとえば、李鴻章が沽北鉄路〔

大沽～北京鉄通〕にたいして、張之洞が湖北紡紗

局にたいして採った方怯などは、いずれもそうで

あった。第三に、華新紡織新局の結末について

いえば、この官民合営の企業は長期にわたって持

ちこたえることができなかった。沽北鉄路や湖北

紡紗局は一度は官民合営の形態をとりながらも、

結局のところ官営となったのであって、これこそ

洋務派大官僚が采配した官民合営企業の結末であっ

た。華新紡織新局に至っては、第一級の洋務派大

官僚が采配したものではないけれども、結局のと

ころ官僚による併呑を免れず、まず李鴻章がそれ
（圏I）

を華盛機器紡織総廠の分工場Iこしようとし、最後

には「大株主の轟絹薬が買収して恒豊紗廠と名を

改穏Ll､この官民合営の企業に終止符を打ったの
である。

華新紡織新局の成立、発展および失敗の過程は、

まさにその他の官民合営企業の象徴でもあった。

それぞれの企業には具体的な情況の違いはあるけ

れども、全般的な傾向はむしろ共通していた。官

民合営企業は当時の情況のもとでは、もともと官

督商弁企業より以上に大きな利点をもっていたわ

けではないのである。

えたものの、全部で9024錘にすぎなかった。１８９４

(光緒20）年には織機50台を増設した。むろん、

李潮章の創設に係る35000錘、530台の織機を備え

た上海機器織布局とくらべれば、あるいはまた張

之洞の采配に係る30440錘、1000台の織機を備え

た湖北織布局とくらべれば、華新紡織新局はとて
（、）

も同日|こ論ずることのできるものではなかった。

したがって、華新紡織新局は洋務運動の第三段階

における重要な洋務建設であるとみなすわけには

いかない。

しかし、華新紡織新局が第三段階の洋務運動に

おける典型的な官民合営企業であるという点から

みれば、それはやはりここで簡単にでも叙述して

おくに価すると思われる。というのも、その存在

自体が官民合営業企業の内包する若干の問題点を

写し出しているからである。

まず第一に、その創設についていえば、清朝政

府の法律によっては認められないはずのものであっ

た。というのも、李鴻章は1882（光緒８）年の

｢機器織布局ヲ試弁シテ以テ利源ヲ拡メテ洋産二

敵スルノ摺」のなかで、すでに上海機器織布局の

ために10年間の営業独占権を要求して認めさせ、

中国商人にはそれに投資することを許すだけで、

別個に同種の企業を設立することを許さないこと

としたからである。ところで、華新紡織新局が設

立されれば、別個に設立したことになるのである

から、これは李鴻章の奏謂にもとづく章程と矛盾

するはずの６である。しかし、それはついに設立

されたのであるが、結局その理由はなんであった

のであろうか。ある人はその規模がきわめて小さ

かったので認められたのだと考えている。実際に

は、この認可の事実こそまさに、清朝政府の法律

なるものがただ人民を拘束しうるだけで、官僚に

適用するわけにはいかず、民間人が別に企業を設

立するのを禁止しうるだけで、官僚がいろいろの

名目で別に工場を開設することまで制限しうるも

のではない、ということをはっきりと物語ってい

る。ちなみに、革新紡織新局の創設者は上海道台

の唐松岩で､その大株主は江梅関道の謡絹築であっ

て、姦はまた上海機器織布局の責任者の一人でも

あ胃､という事実がこのことを十分に説明してい

６華盛機器紡織総廠（1894年）

華盛機器紡織総廠は直隷総督の李鯛章が天津海

関道の盛宣懐とｍｉ５関道の謡絹築を任用して、１８９４

(光緒20）年に上海で創立させた官督商弁の紡織

工業である。

もともと、上海機器織布局が1893年10月（光緒

る｡李鴻章の案出した規定は、本来、民間人を抑

圧するだけで、彼の配下の洋務派官僚にとっては、
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１９年９月）に火災に遭った後、李鴻章は外国商品

への対抗のためと称して、急いで再建を図ったの

である。「思うに、外国商品の輸入は洋布〔キャ

ラコ〕・洋紗〔綿糸〕が大部分を占めている。光

緒1８（1892）年の洋布輸入額は3100余万両、外国

製綿糸の輸入額は2100余万両で、輸出生糸・茶の

価格とつり合いがとれなくなっている。…外国製

品が一銭でも多く売れれば、その分だけ国産品は

使用されなくなるわけであるから、情況をわが方

へ有利に導くためには、機械を用いて生産せざる

をえない。…この件は断じて中止するわけにはい

かず、またぐずぐず引延ばしがたい。やはり上海

に別個に機器紡織総局を設置し、資金を調達して

官督商弁とすべきであ鷲！｣というのである。
1894年、もとの上海機器織布局の敷地に李測章

によって創設されたのが華盛機器紡織総廠で、そ

の規模はさらに巨大となった。総廠〔本社〕の外

に、「別に上海および寧波・鎮江などに、華商〔

中国人資本家〕を結集して10個の分工場〔支社〕

を建設し､官督商弁とし魁｡当時の中国の棉紡
織業にたいする李鴻章の見積りと計画からすれば、

華盛機器紡織総廠は次のように位置づけられる。

｢紡錘７万錘、織機1500台としたい。各分工場の

紡錘は４万錘から２万錘まで、織物生産を兼ねる

分工場は、織機500台から200台までとしたい。合

計すれば、紡錘32万錘、織機4000台となる。これ

に、湖北省の官営の紡錘８万錘、織機1000台を合

わせると、全部で紡錘40万錘、織機5000台となる。

もし予想通り綿糸・綿布の売れ行きが好調で、機

械のすべてが稼動状態になれば､一昼夜で綿糸1000

包、綿布１万匹を生産する計算となる。平均して

綿糸１包当り銀60両であるから、年間の綿糸代金

およそ1800万両、平均して綿布１匹当り銀２両５

銭であるから、年間の綿布代金およそ750万両を

得ることができ(:】｣。
実際には、李鴻章はここでやや高く見積ってお

り、1894年時点で華盛機器紡織総廠の紡錘は７万

錘に達せず、64556錘であって、織機も1500台に

達せず､750台にすぎなかつ魁たとえ彼の高め
の見積りに照して計算しても、年間の綿糸・綿布

の収入代価を総計すれば2550万両で、1892年の各

海関における輸入綿糸・綿布の代金の総計5200万

両とくらべても、なお2650万両の差があり、この

海外への流出金額は、彼の見積りにおける中国製

綿糸・綿布の総額をも、なおいくらか上まわって

いるのである。この事実はまさに、中国市場の需

要する綿糸・綿布の数量が李潤章の計画する紡織

工場によってはとても供給しきれないほどのもの

で、当然にも民間資本による紡織工場の開設を許

可すべきである、という議論を裏付けている。

ところが、李沁章はむしろ中国の紡織工業を独

占しようとして、清朝政府に対し、「総理各国事

務衙門に命じて法律をつくらせ、中国の各通商都

市の官営工場であると民営工場であるとを問わず、

すべてをひっくるめて、現在稼動中の紡錘40万錘、

織機5000台を限度額とし、１０年間は増設を許さず、

滞貨しないようにす鷲〕ことを要求した｡ちなみ
に、次のように質問したい。李ili章が予定した総

廠〔本社〕と分廠〔支社〕の綿糸・綿布の生産量

では、中国人民すべての需要に応じることができ

ない以上、どうして滞貨現象が生じるなどという

ことがありえようか。してみると、「滞貨しない

ようにする」ということを理由にするのは全くの

デッチあげで、事実にもとづいていないし、成り

立たないことがわかる。

李溺章は自分で紡織業を独占するために、情況

を偽って紡織機械の輸入を禁止しようとした。け

だし、「華商に対してはすでに紡織機械の職入台

数を一定限度内に制限している。もし洋商が綿

繰り、紡績、織布および棉実搾油の機械を持ち込

んで自ら生産するようになれば、実に中国人民の

生計に支障をきた罰からである｡ところが､イ
ギリス・日本などの洋商は、はやくも1889（光緒

15）年には浦東で上海機器軋花局〔機械制綿繰工

場〕を開設していた。かくて、李四章による紡織

機械の輸入禁止のおもな目的は、中国商人が紡織

工場を開設するのを禁止することにあったといえ

るのである。

中国商人の紡織工場開設禁止という政策の実質

的な狙いは、一方では、官僚買弁資本支配下の紡

織業に厚利の獲得を保障することにある。という

のも、李鴻章が華盛機器紡織総廠の総廠〔親工場

〕や分廠〔下鏑工場〕を開設した際、清朝政府に

対して、「光緒８（1882年）年制定の弁法に照し、

外国製綿糸綿布税則と比較対照の上、輸出取扱の

海関に正規の税額を完納するように命じ、概ね内
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地の各地における厘金を免除す(鴬〕ことを要請し
ているからである。このように、すでに特栂を得
て営業を独占できるからには、厚利を保障するこ
ともできるというものである。

ところが、一方では、かえって大部分の市場に

外国製の綿糸・綿布を輸入するための便宜を与え
ていた。李測章の言うところによれば、「中国の

財源は連年外国よりも貧弱となり、経済の活力は
喪失してとどまるところを知らない。しかも、外
国製品の売れ行きが一銭でも増えれば、その分だ
け国産品の売れ行きは減少し、小民の生計は日ご

とに困難となるのであって、隠患は実にここにあ

る。当面、ポンドは鵬貸し、外国から持ちこまれ

る綿糸．綿布もしたがって日ごとに値上りしてい

る。もし、この機会に速やかに資金を調達して機

械を|M1入し、中国目からの手で紡織しない限り、

今後人民の財貨を無駄に消耗し、しかも恐らくこ

れまでのような損失の程度ではすまなくなるであ

る(乳ということになる｡このような外国製品へ
の対抗、利権回収といった人の耳をそぱだたせる

文句は、李沌章が紡織業を独占するための口実に

すぎない。しかも彼らによる独占の結果は、かえっ

て外国製綿糸・綿布に販路を保障してやることと

なったのである。

この外､李鴻章はかつて上海機器織布局におい

て「経営者によき人材が得られなかったために、

商人たちが二の足を踏んｌｉ:hことをはっきりと知っ
ていた゜ところが、彼は今度もまた食欲で名高い

盛宣懐を任用して華盛機器紡織総廠を監督させた。

このような看板を変えただけのやり方では、官督

商弁企業の管理をいささかなりとも改善すること

など出来るわけがなく、最終的には、この華盛機

器紡織総廠は盛宣懐のさまざまの不正不当な手段

によって私有化され、1931年にいたって巨額の欠

綱を出したために、イギリス系の膣豊銀行に買収
されてしまったのである。これこそ官督商弁企業
の一つの結末であった。

しておくことが必要である。

①第三段階の洋務建設は、洋務運動の発展の頂
点に位置し、建設の内容からいえば、それは以前
の二つの段階よりも複雑になっている。この段階
においては、引き続き軍需工業とその他の企業が

建設された外、なお北洋海軍と湖北製鉄所が建設

されている。これは以前の二つの段階にはなかっ

たことで、第三段階の洋務建設の規模がさらに拡

大し、軍事的性格を強めたことを物語るものであ

る。企業の形態についていえば、この段階では、

官民合営の企業も出現したが、このことは民族ブ

ルジョアジーが帝国主義・封建主義と洋務派買弁

官僚の圧迫のもとにあったにもかかわらず、なお

必死に抵抗するなかで、緩慢ながらもその力湿を

たくわえつつあったことを示している。しかし、

洋務派官僚はその官営および官督商弁の形態を

あっさりと放棄したわけではなく、ただ経費の面

での困難あるいは企業の破産によって世論の攻撃

を受け、民間の商人に譲歩せざるをえないという

情況のもとでのみ、はじめて官民合営を許可した。

したがって、この段階では、官営企業、官督商弁

企業および官民合営企業などいくつかの形態が併

存するという現象が出現したのである。企業の規

模についていえば、この段階で建設された各種の

企業は、その大部分が以前の二つの段階のものよ

りも大きく、張之洞が湖北省に建設した軍需工業

は、第一段階の官営軍需工業よりも大規模で、李

溺章が上海に創設した華盛機器紡織総廠も、その

紡錘数と織機数は、彼が第二段階に創立した上海

機器織布局のものよりも多かった。これは洋務派

官僚の洋務経営における経験と彼らの集中しうる

資本が増大したためである。以上のいくつかの点

にもとづいて、第三段階の洋務建設は、洋務運動

の発展の頂点に位置するということができよう。

しかし、別の面から見れば、この洋務運動発展

の頂点となった第三段階は、同時にまた洋務運動
の破産の時期でもあった。本節のはじめのところ

ですでに説明したように、フランス侵略者が発動

した摺仏戦争によって、洋務派官僚のいわゆる

｢自強」なるものは、はやくも事実上破産の憂目

にあうこととなった｡改良主義者の洋務運動に対

する批判と暴露によって、洋務派官僚のいわゆる

｢自強」なるものは、理論上では一文の価値もな

三第三段階の洋務建設の特徴

第三段階の主要な洋務建設について叙述したと
ころで、この段階の洋務建設の研究をふまえて、
結局それがどのような特徴を具えていたかを総括
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くなった。しかし、洋務派官僚は失敗に甘んぜず、

なお引続き第三段階の洋務建設に従事したわけで、

その規模は大きかったけれども、その本質におい

ては益々不健全なものとなったのである。

たとえば、李鴻章は1894（光緒20）年に、北洋

海軍の「万砲同時に発射し、兵士の挙措一の如く

して、イギリス・フランス・ロシア・日本などは

いずれも戦艦をくり出して参観し、その指揮総括

の糟にして厳なるを称賛し魁などと自慢してい
たが、実際には、遠洋航行の可能な定遠・鎮遺・

済遠・致遠・靖遠・経遠・来遠・超勇・揚威の九

艦のうち、外国から買い入れたものでないのが一

つでもあるだろうか！軍艦の使用する砲弾にして

も、いくらかでも自国製のものがあるだろうか！

このことは、彼らが当初建設した船政局、機器局

の破産を物語っており、当初企図した「夷智ヲ師

トシテ以テ砲ヲ造り船ヲ製ス｣という目的を全く

達成していないだけでなく、当初の企図さえ放棄

してしまったことを物語るものである。

張之洞が再三「実に中国で開設された最初の事

業であ(:Ｌｌと自慢した湖北製鉄所にしても､実
際には、外国の兵器工場の下請けにすぎず、その

上管理よるしからず浪費甚しいとあって、どうに

も経営を維持しようもないところへ追いこまれる

にいたった。その最後の運命は、北洋海軍が日本

侵略者によってすべて消滅させられたのと同じよ

うに、外国侵略者の大鬮の鉄鋼輸入によって押し

のけられることとなり、新旧の高炉とも第一次大

戦後には全く操業停止に陥ったので蝋tただ操
業停止の時期に若干の前後の差があるだけである。

②前の二節ですでに官営企業と官督商弁企業の

特徴について述べたので、ここでは官民合営企業

の特徴について言及すべきであろう。

第一に、官民合営企業は洋務運動の第三段階に

おいて、民間人の官督商弁企業への反対気運に促

されて生み出されたもので、１８８６（光緒12）年の

貴州省青絡県の貴州製鉄所、１８９１（光緒17）年の

華新紡織新局、１８９４（光緒20）年の湖北紡紗局の

如きは、当時の比較的有名な官民合営企業である。

第二に、これらの官民合営企業は、洋務派官僚

の圧迫のもとにあって、終始それほどの発展を示

すことはなかった。貴州製鉄所は操業開始当時に

は経営良好であったが、後には日ごとに悪くなり、

遂には再起不能に陥った。また華新紡織新局の如

きは、李油章が華盛紡織総廠を設立した際に、強

制的に吸収されてその分工場となった。湖北紡紗

局の開設後、民間人との間で管理権の奪い合いが

おこったため、洋務派官僚は民間人に資本を引き

あげさせ、ついに官営にしてしまった。要するに、

洋務派官僚が官民合営に同意したのは、資金を手

に入れるためにすぎず、その目的が一度違成され

るや、自分たちだけで経営することもできたので

ある。

第三に、大部分の官民合営企業は、当時の官営

あるいは官督商弁企業よりも小規模のものが多く、

しかも常に官営あるいは官督商弁企業の併合の脅

威にさらされていた。したがって、洋務運動の全

期間を通じて、官営企業と官督商弁企業こそが終

始支配的地位を占め、官民合営企業は根本的に前

二者と肩を並べることができなかった。

③第三段階の洋務建設のなかで、侵略勢力たる

資本主羨列強はかかる洋務建設の進展に便乗して、

さらに中国の奥深く侵入してきた。北洋海軍につ

いていえば、この艦隊の編成をめぐって、イギリ

ス・ドイツ・アメリカの侵略者たちはお互いにそ

の統制権を争い、激烈な競争を展開した。早くも

1879（光緒５）年、アメリカの前大統領グラント

は中国を訪問した際に、アメリカ海軍提督シュフ

エルトを摘凰胚k府へ推薦した。イギリスのブルジョ

ア歴史学者キーナンの『1880-1885年間の中国に

おけるイギリス外交」〔BritisbDiplomacyln

Cbina，１８８０ｔｏｌ８８５〕の記述によれば、１８８２

(光緒８）年の時点で、「シュフェルトは実際すで

に海軍統領の職を授与されていた。しかし、彼が

中国へやって来る以前には、高い地位にあって高

給を受取りながらも仕事をしない二人のフランス

人がすでに就職していた。その外、－人のドイツ

人代表がドイツ人のために独占的な職位を取得す

ることに努力しつつあった。シュフニルトはどう

することもできなかったので、……天津というと

ころは陰謀の渦巻く伏魔殿であるとののしっ勘。
アメリカは麟争に破れたけれども、イギリス・

ドイツの両国は終始北洋海軍のなかで勢力均衡を

たもち、一方にはハート、ラングが、他方にはデ

トリング、セベリンがいた。両国とも有利な位置

を占めていた時期ではあったけれども、ハートは
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た゜したがって、この運動において洋務建設の実

際の仕事に参加した大官僚といえば、李鴻章．左

宗某の二人だけということになる。この二人のう

ち、左宗薬は長期間西IU1iD17にあって、フランス．

ドイツなどの資本主義列強に依存していた。１８６０

年代と70年代には、フランス．ドイツの中国にお

ける侵略勢力は、李鴻章が結託したイギリス．ア

メリカなどの資本主義勢力の強大さにはるかに及

ばず、加えて、左宗巣が創設した福州船政局はす

でに清仏戦争で深刻な破壊を蘂り、蘭州機器織泥

局もまたボイラーの爆発で操業を停止したから、

左宗業の洋務運動における勢力も李鴻章とはくら

べものにならないほど、はるかに小さなものであっ

た。

洋務運動が第三段階に入った時、李鴻章は洋務

派大官僚のなかのわずかに残った大物となってい

たのみならず、第一・第二段階の洋務建設におけ

る主要な指導者にして組織者であった。したがっ

て、慈禧太后は彼に頼って清朝の封建支配を維持

せざるをえず、外国侵略者もまた中国人民の血と

汗を搾り取るのに彼の手を借りざるをえなかった

から、いわゆる「総督閣下（李鴻章のこと－一原

著者注）の庇護と好意を得るのに努力を惜しまな

(３こととなったのである。こうして､李鴻章は
内外の反動的支配階級の寵児となり、洋務派買弁

官僚の代表的な人物となった。

しかし、他方では、慈禧太后〔西太后〕は結局

のところ、李溺章が居ながらにして権勢を拡大し、

独占的地位を築くことを恐れ、清仏戦争の時期に

は、李鴻章の政敵一両広総督の張之洞を直接に

信任して、彼に洋務建設を推進させ、李鴻章の准

系洋務派と勢力を二分させるにいたった。後には、

張之洞を湖広総督にとりたて、彼が製鉄所．兵器

製作所・織布工場・紡績工場．製糸工場．製麻工

場等々を建設して、湖北省を洋務建設のもう一つ

の中心地区にすることを支持した。外国侵略者、

とりわけドイツとイギリスはいずれも彼と結託し

て、これらの企業の建設を通じて自己の利益を手

に入れ、張之洞自身もまた洋務運動の第三段階に

おける新チャンピオンとなり、本来の守旧派から

新興の洋務派大官僚へと転身したのである。

むしろイギリス政府が十分といえるほどには積極

的行動をとらないことを適憾として、かつて自分

はイギリスが中国海軍をコントロールするために

25年間も奮闘したのであるが、もし自分がフラン

ス人かドイツ人であったとしたら、すでに「驚く

べき結果」をうみ出すことができていたであろう、

と述べている。ハートのこの言葉は､中国の軍事一

一洋務運動の中心としての－をコントロールし

ようとする外国侵略者の陰謀がいかに積極的で、

いかに悪辣であったかを十分に物語っている！彼

らは北洋梅琿【に対してかくの如くであったとすれ

ば、中国を抑圧するための手段となった鉄道の敷

設についても、またどうしてかくの如くでなかっ

たといえようか１明らかに、外国侵略勢力は、第

三段階においては第一、第二段階よりもさらには

るかに奥深いところまで侵略の歩を進めつつあっ

たのである。換言すれば、帝国主義と中国の封建

主義との結合がますます密接となり、その必然的

な結果として、洋務派が洋務建設を推進すればす

るほど、ますます帝国主義へ依存しなければなら

なくなったということでもある。李鴻章は再三に

わたって、外国人のハートやハンネケン〔０.von・

Hanneken〕等を表彰するように上奏しているが、

これこそ彼が外国侵略者にどんなに感激していた

かを映し出すものである。

最後にもう一つ、必ずしも第三段階の洋務建設

の特徴とみなすわけにはいかないけれども、この

段階における清朝の政治情況の－面を多少とも反

映しているために、洋務運動の一つの特殊情況と

もいうべき問題をとりあげることにしよう。つま

り、洋務派大官僚の李鴻章と張之洞に関する問題

である。第三段階の洋務建設が洋務運動の発展の

頂点であったように、この段階における李鴻章の

権勢もまた赫々として絶頂期にあった。

洋務運動の第一・第二段階の情況を通じて、若

干の注目すべき特殊な現象、すなわち洋務建設に

賛成した清朝皇族の恭親王＝突訴が、実際には、

洋務運動の中心的事業一軍事建設にタッチして

いないぽかりか、1884年４月（光緒10年３月）に

は慈繭太后〔西太后〕によって免職された、とい

う事実に気づかされる。洋務運動をもっとも早い

時期に提唱した曽国藩は、洋務建設に従事した期

間が短かく、その成績もたいしたものではなかつ
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第二章・註 的結束』1874年英文版、１４ページ。ジケルはこ

こで彼自身の賃金についてはなにも述べていな

いが、彼は福川船政局の正監督であったから、

最高の賃金を支給されていたわけで、その額は

毎月銀1000両、当時は9600フランに換算された。

なお、『左文褒公全集」奏稿第41巻３３ペー

ジの次のような記戦を参照されたい。「局中ノ

エ匠ノ人数ハ、原識二較プレパ各々増加アリ。

鉄廠〔鉄工所〕・船廠〔造船所〕ノエ匠〔職人〕

ハー千六百名ナルモ、後、漸増シテニ千名二至

ル。鉄廠ハ原ハタダ五処アルノミ。後二添ソテ

八処二至ル。芸局ノ学徒〔見習工〕ハ原ハタダ

六十名ナルモ、後二漆ソテ百四十余名二至ル｣。

(32）ジケル前掲瞥１３ページ参照

(33）「李文忠公全集」朋僚函稿第16巻２５ページ

(34）「左文璽公全集』奏稿第18巻２ページ

(35）『李文忠公全集』奏稿第17巻１６ページ

(36）同上第17巻１６ページ

(37）同上第31巻１２ページ

(38）同上第42巻３ページ

(39）同上第42巻３～４ページ

(40）同上第31巻１２ページ

(41）同上第28巻１ページ

(42）染啓超「中国四十年来大事記（一名李溺章)』３３

ページ

(43）「李文忠公全集』奏稿第９巻５７ページ

(44）DCBoulger:TheLifeofSirHalliday

Macartney，ＫＣ.Ｍ､Ｇ188ページ

(45）『華北先駆周報』〔TheNorthChinaHerald

aweeklyⅢShanghai〕1872年４月11日，第８

巻280ページ

(46）「李文忠公全集」奏稿第17巻１７ページ

(47）同上第26巻１６ページ

(48）同上第９巻５６ページ

(49）「曽文正公全集」奏稿第33巻６ページ

(50）エンゲルス「反デューリング論」（｢全集』第２０

巻175ページ）

(51）『曽文正公全集」奏稿第33巻７ページ

(52）左宗巣「海国図志叙」（陳忠俺輯『皇朝経世文三

編』第75巻６ページをみよ）．

(53）王鞘「識圃文禄外編』変法下（中国史学会主編

『戊戌変法』1136ページ）

(54）『李文忠公全集」奏稿第39巻３１ページ

（１）『曽文正公全集』奏稿第17巻５ページ

（２）「李文忠公全集』奏稿第７巻６ページ

（３）「曽文正公全集』奏稿第17巻６ページ

（４）同上第33巻５ページ

（５）『左文璽公全集』奏稿第18巻５ページ

（６）Ｄ、oBoulger：ＴｈｅＬｉ｢eofSirHalliday

Macartney，Ｋ､ＣＭ.Ｇ、７８～79ページ参照

（７）同上131ページより重引

（８）「李文忠公全集」奏稿第８巻５３ページ

（９）同上第77巻２ページ

(10）同上第９巻３２ページ

(11）同上第９巻３３ページ

(12）「曽文正公全集』奏稿第33巻５～６ページ

(13）同上６ページ

(14）「李文忠公全集」奏稿第19巻４７ページ

(15）同上第26巻１４ページ

(16）『曽文正公全集」奏稿第33巻８ページ

(17）プライヤー〔Fryer，ｇｏｈｎ〕「江南製造総局翻

訳西書事略』（張静慮輯注「中国近代出版史料

初編」上雑出版社1953年版23ページを見よ）

(18）『李文恵公全集」奏稿第28巻１８ページ参照

(19）金陵機器局の創立年代については、1867年（同

治６年）脱もある。ここでは、DCBoulger

のマカートニー伝〔TheLifeofSirHallida

yMacartney，Ｋ・ＯＭＧ〕146,241ページで

述べられている燗況にもとづいて1865年（同治

４年）説をとる。

(20）ＤＣ.ＢCu】ger:TheLifeofSirHalliday

Macartney，Ｋ､０Ｍ.Ｇ’250ページ

(21）同上232ページ

(22）同上149ページ

(23）「左文裏公全集』奏稿第18巻５～６ページ

(24）同上第19巻２６ページ

(25）同上第20巻６４ページ

(26）同上第18巻３ページ

(27）同上第20巻６２～63ページ

(28）同上第18巻１ページ

(29）同上第18巻１～４ページ

(30）同上第19巻２８ページ

(31）ジケル〔GigueLProsper〕『福州船政局及其

結果：自1867年開始至1874年２月16日外人管理
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(86）鄭観応『盛世危富』第２巻交渉（中国史学会主

綱『戊戌変法』１７０ページ）

（87）Ｄ・OBoulger:TheLifeofSiTHalliday

Macartney，Ｋ・ＣＭ.Ｇ、168ページ

（88）「李文忠公全集」奏稿第19巻５０ページ

（89）王稻『讃園文録外網』興利（中国史学会主編

「戊戌変法」１１４６～147ページ）

（90）「李文忠公全集」奏稿第19巻５０ページ

（91）同上第24巻２１ページ

（92）同上第40巻４１ページ

（93）同上第40巻４１ページ

（94）同上第40巻４２ページ

（95）同上第40巻４２ページ

（96）同上第40巻４４ページ

（97）『愚斎存稿初刊』第１巻４３ページ

（98）鄭観応「開鉱」下（陳忠俺輯「皇朝経世文三編」

第68巻８ページを見よ）

（99）『李文忠公全集』奏稿第40巻４２～43ページ

(100）陳熾『庸瞥」外編巻上砿人（中国史学会主編

『戊戌変法」１２４１～242ページ）

(101）ＨＢ､Morse；ThelnternabionalRelations

oftheChineseEmpire1第３巻７７～78ペー

ジ参照

(102）ｎＶ・GKiernan：BritishDiplomacyln

Chinao1880to1885,264ページ

(103）「李文忠公全集」奏稿第52巻４３ページ

(104）同上第29巻４２ページ

(105）同上第40巻４６ページ

(106）同上第61巻４９ページ

(107）同上第69巻４１ページ

(108）鄭観応「開鉱」下（陳忠埼『皇朝経世文三編」

第68巻８ページ）

(109）陳熾「庸醤」外蔚巻上砿人〔中国史学会主編

「戊戌変法』１２４１ページ）

(110）「李文忠公全集』奏稿第38巻１６ページ

(111）同上第38巻１６ページ

(112）同上第44巻２２ページ

(113）苑文欄『中国近代史」上冊212ページ

(114）鄭観応「盛世危言」第４巻電報（中国史学会

主編「戊戌変法」１１００ページ）

(115）「左文襲公全集」書臓第22巻１９～20ページ

(116）同上第19巻６０ページ

(117）同上第22巻３６ページ

(55）同上第26巻１４ページ

(56）王鞘『讃園文録外綴』変法上（中国史学会主編

「戊戌変法」、１１３３ページ。西順蔵編『原典中

、国近代思想史」第二冊８８ページ）

(57）『李文忠公全集」奏稿第24巻１３ページ

(58）同上第24巻１３ページ

(59）同上第51巻１４ページ

(60）胡燭蕊「上変法自強条陳疏」（陳忠筒輯「皇朝経

世文三編」第16巻２ページ）

(61）『S!；弁夷務始末」同治朝第50巻３２～34ページ

(62）同上第50巻３２～34ページ

(63）同上第54巻２ページ

(64）同上第55巻９～16ページ

(65）同上第55巻９～16ページ

(“）同上第55巻９～16ページ

(67）帆綱「帝国主幾与中園政治』４２ページ（小野・

狭間・藤田訳『中国近代史］840-1924』70ペー

ジ）

(68）鄭観応『盛世危言」第６巻練兵（中国史学会

主編「戊戌変法』１１２７ページ〕

(69）『李文忠公全築』奏稿第39巻３４ページ

(70）鄭観応『盛世危言」第６巻練兵（中国史学会

主縞「戊戌変法」１１２６ページ）

(71）「李文忠公全集』奏稿第24巻２０ページ

(72）同上第19巻４９ページ

(73）鄭観応『盛世危言」第５巻開鉱（中国史学会

主編「戊戌変法』1112ページ）

(74）「李文忠公全集』褒稿第20巻３２ページ

(75）同上第20巻３３ページ

(76）同上第25巻４～５ページ

(77）同上第25巻４～５ページ

(78）同上第20巻３２ページ

(79）同上第25巻４～５ページ

(80）同上第20巻３３ページ

(81）鄭観応『盛世危営」第３巻商務（中国史学会

主編『戊戌変法」１８２ページ）

(82）鰹天偉「輪船電報二局応如何馴弊方能持久策」

（Bi1忠俺輯腫朝経世文三編』第26巻８ページ

を見よ）

(83)『李文忠公全集」奏稿第32巻１１ページ

(84）同上第20巻２９ページ

(85）「露實憧行述」（『愚斎存稿初刊」附録２０ペー

ジを見よ）
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(118）同上第20巻３４～35ページ

(119）「天朝周刊（英文)」第17巻（1881年１月３日）

547ページ

(120）『華北先駆周報』〔TheNorthChinaHerEL1d，

ａweekly，Shanghai〕第27巻（1881年９月２

日）241ページ参照

(121）『張文製公全集』奏議第47巻１７ページ

(122）「天朝周刊（英文)』第17巻（1881年１月３日）

548ページ

(123）ＩＨＩ州機器製蝿局が操業を停止してから20年後、

1904年（光緒30年）に機械を追加し、ベルギー

人技師を雇って修復させたが、1911年（宣統３

年）にはまた操業を停止した。1914年（民国３

年）にもまた－年ばかり操業し、ついで停止し

た。1926年（民国15年）にいたって修復し、３

年間継続した後、また停止した。国民党反動支

配の時期には、３０万円の法幣を用いて修復をお

こなうと声明していたが、全く実現せず、人だ

ましの虚言に終ってしまった。

(124）エンゲルス「エンゲルスからニコライ・フラン

ツェヴィチ・ダニエリゾーン（在ペテルプルク）

へ」（「全集』第38巻410～411ページ）

(125）エンゲルス「エンゲルスからアウグスト・ベー

ベル（在ドレスデン近郊プラウエン）へ」（『全

集』第36巻408ページ）

(126）「列寧文選両巻集』第一巻人民出版社1953年

版921ページ

(127）ＨＢ・Morse：ThelnternationalRelations

oftheChineseEmpire・第三巻７４ページ

(128）同上第三巻７６ページ

(129）「李文忠公全集」奏稿第39巻２１～22ページ

(130）同上第39巻２２ページ

(131）ＨＢ・Morse：ThelnternationalRelations

oftheOhineseEmpire、第三巻７６～77ペー

ジ参照

(132）回．Ｖ、GKiernan:BritishDiplomacyin

ChinaD1880ｔｏ1885.268ページ

(133）厳中平「中国棉紡織史稿」科学出版社1955年

版９８～102ページ（依田憲家訳ｒ中国近代産業

発達史」132ページ参照）

(134）『李文恵公全集」奏稿第43巻４３ページ

(135）孫鱗巣『中日甲午戦争前外国資本在中国経営的

近代工業』３１ページ

(136）「李文忠公全集』奏稿第77巻３８ページ

(137）厳中平『中国棉紡織史稿」104ページ（依田訳

「中国近代産業発達史」134ページ）

(138）股之絡「紡織三要」（陳忠荷輯「皇朝経世文三編」

第61巻５ページ）

(139）張駿声「紡織篇」（陳忠俺輯「皇朝経世文三編」

第６１巻７ページ）

(140）『李文忠公全集」奏稿第77巻３８ページ

(141）厳中平「中国綿紡織史稿」105ページ（依田訳

「中国近代産業発達史」135～136ページ）

(142）鏑天偉「輪船電報二事応如何馴弊方能持久策」

（陳忠俺輯『皇輔経世文三編』第26巻８ページ）

(143）呉佐槽「中国坊行西法紡紗織布応如何静弁傳国

家商民均獲利益論」（陳忠筒鯛『皇朝経世文三編」

第26巻９ページ）

(144）同上

(145）張酒中「中国ＡＩ行鉄路利弊論」（陳忠筒輯『皇朝

経世文三編』第64巻２ページ）

(146）『李文忠公全集』奏稿第30巻２９ページ

(147）同上第40巻２１ページ

(148）鏑天偉「輪船電報二事応如何別弊方能持久策」

（陳忠荷輯「皇朝経世文三編』第26巻７ページ）

(149）鄭観応「開砿」下（陳忠俺輯『皇朝経世文三編』

第68巻８ページ）

(150）陳熾「庸瞥』外編巻上礦人（中国史学会主編

「戊戌変法」１２４２ページ）

(151）鑓天偉「輪船電報二事応如何馴弊方能持久策」

（陳忠俺輯「皇朝経世文三編』第26巻８ページ）

(152）陳熾「庸脅』外編巻下自立（中国史学会主繍

「戊戌変法」１２４７ページ）

(153）『李文忠公全集』奏稿第40巻２０～21ページ

(154）同上第30巻２９ページ

(155）同上第40巻２１ページ

(156）爾賛「１１m商論」（陳忠荷輯『皇朝経世文三編」第

３１巻１２ページ）

(157）「李文忠公全集』奏稿第43巻４４ページ

(158）股之路「紡織三要」（陳忠衛輯「皇朝経世文三編』

第61巻６ページ）

(159）この表の数字のうち、1882年のものは、「李文忠

公全集」奏稿第43巻４３ページ、1888年のも

のは錫史彬「整頓鉄政紡織利不外溢策」（陳忠筒

「皇朝経世文三編』第31巻６ページ)、1892年

のものは『李文忠公全集』奏稿第77巻３８ぺ－

－５９－



琉球大学教育学部紀要第41集Ｉ

会主編『戊戌変法」１１４２ページ）

(181）鄭観応「盛世危言』第２巻交渉（中国史学会

主編「戊戌変法』１７２ページ）

(182）陳ＩＭＭ庸書」内廟巻上名実（中国史学会主網

『戊戌変法」１２３１ページ）

(183）同上外繍巻上税司（同上244ページ）

(184）同上外鬮巻下自立（同上247ページ）

(185）何啓・胡轆垣『新政真詮』二編「新政論議」（中

国史学会主編『戊戌変法』１１９８ページ）

(186）何啓・胡翼南（胡禮垣）「脅曽襲侠中国先睡後醒

論後」（陳忠俺輯「皇朝経世文三編」第14巻１

～２ページ）

(187）陳熾「庸瞥」外篇巻下自立（中国史学会主編

『戊戌変法」１２４８ページ

(188）鄭観応『盛世危言」第３巻商戦（中国史学会

主縞『戊戌変法』１８３ページ）

(189）同上自序（同上40～４１ページ）

(190）何啓・胡繊垣『新政真詮」二編「新政論議」（中

国史学会主編「戊戌変法」１２００～201ページ）

(191）鄭観応「盛世危言」第３巻商戦（中国史学会

主綱「戊戌変法』１８３ページ）

(192）何啓・胡翼南「瞥曽襲侯中国先睡後醒論後」（陳

忠俺輯『皇朝経世文三編」第14巻２ページ）

(193）同上（同上２～10ページ）

(194）『李文忠公全集』朋僚函稿第20巻６２ページ

(195）「李文忠公全集』海軍函稿第１巻ｌ～２ペー

ジ

(196）胡縄『帝国主義輿中国政治」５９ページ（小野・

狭間・藤田訳「中国近代史1840-1924』９２ペー

ジ）

(1Ｗ）Ｐ､HKBnt:RailwayEnterpriseinChinaⅢ

London、１９０７３０ページ

（198）「李文忠公全集」海軍函稿第３巻２ページ

（199）同上２９ページ

（200）ＨＢ,Morse:ThelnternationalRelabions

ofthBChineseEmpirB・第三巻７９ページ

（201）「李文忠公全集」訳署函稿第18巻５５ページ

（202）『李文忠公全集』海軍函稿第３巻２９ページ。

思うに、李鴻章がこの時塵豊銀行から借りた200

万両の借款は、後に津通鉄道が工事中止となっ

たため、應豊銀行がまだ賃付けていなかった186

万両も貸付けを停止されて借りられなかったよ

うである。

ジによる。また、1882年及び1892年の数字の端

数は原轡の省略するところであり、もとの数値

はこれよりやや大きくなるであろう。

(160）何啓・胡誼垣「新政真鮭」二編「新政論議」（中

国史学会主繍『戊戌変法」１２０３ページ）

(161）胡焔蕊「上変法自強条陳疏」（陳忠荷輯『皇朝経

世文三編」第16巻２ページ）

(162）徽賛Ｎｉｌ商論」（陳忠筒輯『皇朝経世文三編」第

３１巻１２ページ）

(163）陳熾「庸脅』外編巻上砿人（中国史学会主編

「戊戌変法」1242ページ）

(164）張駿声「紡織關」（陳忠俺輯『皇朝経世文三編」

第61巻７ページ）

(165）呉佐滴「中国坊行西法紡紗織布応如何鴇弁傅国

家商民均獲利益論」（陳忠俺糊「皇朝経世文三編」

第26巻９ページ）

(166）李鼎願「中国土産鋼鉄棉花輪」（陳忠俺輯「皇朝

経世文三編』第31巻９ページ）

(167）「盛宣懐行述」（隅斎存稿初刊」附録３２ペー

ジ）

(168）染啓超『中国四十年来大事記（一名卒鴻章)』８５

ページ

(169）費行簡『近代名人小伝」第２巻２６ページ

(170）容閖『西学東漸記』商務印書館1984年版８３

ページ

(171）Ｈ・BMorse:ThBInternationalRelationsof

theChineseEmpire・第３巻296ページ

(172）「盛宣懐行述」（『愚斎存稿初刊」附録２１ペー

ジ）

(173）「盛宣懐伝」（「摘史穂」けり伝」258）

(174）張酒中「中国811行鉄路利弊若何輪」（陳忠俺輯

「皇朝経世三編」第64巻２ページ）

(175）毛沢東「中国社会各階級の分析」（『選集」１＝

上４ページ）

(176）「李文忠公全集」嚢稿第39巻２７～28ページ

(177）胡縄｢帝国主譲与中国政治』６２ページ（小野・

狭間・藤田訳「中国近代史1840-1924」９６～９７

ページ）

(178）馬建忠『適可斎記言記行」『妃官』第二巻「上李

伯相旨出洋工燦轡」（中国史学会主ﾙﾎﾟi「戊戌変法」

１１６４ページ）

(179）同上「巴黎復友人轡」（165ページ）

(180)王鞘｢殻園文録外編」「変法自強」下（中国史学
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(203）「李文忠公全集」訳瞥函稿第19巻２４ページ

(204）『李文恵公全集」海軍函稿第３巻１６ページ

(205）同上１７ページ

(206）同上１６ページ

(207）同上１４ページ

(208）同上１８－ジ

(209）同上２６ページ

(210）同上１８ページ

(211）同上２７ページ

(212）同上３０ページ

(213）同上第４巻１２ページ

(214）n．Ｖ・GKiernan：BritishDiplomacyin

China，１８８０ｔｏ1885.266-267ページ

(215）同上266ページ

(216）「李文忠公全集」訳署函稿第18巻５５～56ペー

ジ

(217）同上５７ページ

(218）ｎＶ、０．KiBrnan:BritishDiplomacyin

Chma，１８８０ｔｏ18851281ページ

(219）干能模等編「中外条約葉編」８９ページ

(220）Ｈ､ＢＭｏｒｓｅ：ThelnternationalRelations

oftheChineseEmpire・第３巻７８ページ

(221）『李文忠公全集」訳署函稿第20巻２５～26ぺ－

・ソ

(222）同上２５ページ

(223）Ｈ､BMorse：ThelnternationalRalations

oftheChineseEmpireⅢ第３巻８３ページ

(224）「李文忠公全集」訳署函稿第10巻８ページ

２５ページ参照

(225）同上第15巻２２ページ

(226）『李文忠公全集』奏稿第35巻２８ページ

(227）同上第40巻５２ページ

(228）『李文忠公全集」訳署函稿第10巻２５ページ

(229）「李文忠公全集』奏稿第18巻２０ページ

(230）同上第35巻２８ページ

(231）「李文忠公全集』海軍函稿第１巻２ページ

(232）「李文忠公全集」奏稿第36巻１１ページ

(233）「李文忠公全集』沢署函稿第10巻６ページ

(234）同上７ページ

(235）同上２５ページ

(236）「消光緒朝中法交渉史料」第18巻２４ページ

(237）藤福成「出使英法鞍比四国日記」1892年（光緒１

８年壬辰）版第３巻２２ページ

(238）『李文忠公全集』海軍函稿第３巻２２ページ

(239）李龍光「中国択地建造船嶋論」（陳忠俺輯『皇朝

経世文三編』第66巻８ページ）

(240）解福成「出使英法義比四国日記』第４巻１９ペー

ジ

(all）梁啓超『中国四十年来大事記（一名季inＩ章)」３５

～37ページ

(242）「李文忠公全集」訳署函稿第17巻４０ページ

(243）「李文忠公全集」海軍函稿第３巻８ページ

(244）『李文忠公全集」訳署函稿第９巻３８ページ

(245）同上第10巻１０ページ

(246）ｎＶ．Ｇ，KiBlFnan:BritishDiplomacyIn

Ohina，217-218ページ

(247）同上218ページ

(248）Ｄ，OBoulger:TheLifeofSirHalliday

Macartney・ＫＣ.Ｍ､Ｇ、436ページ

(249）鄭観応『盛世危言』第２巻瀞歴（中国史学会

主編「戊戌変法』１６６ページ）

(250）桃錫光『東方兵事紀路』「海軍蘭」第七

(251）ｒ李文恵公全集」奏稿第72巻１－４ページ

(252）Ｊ､ＯＰＢ１ａｎｄ：LiHung-Chang（胡縄『帝国

主義与中国政治』６６ページより重引。小野・狭

間・藤田訳「中国近代史1840-1924』101ペー

ジ参照）

(253）ｒ張文興公全集」奏議第27巻１～２ページ

(254）同上３ページ

(255）李鼎圏「中国土産鋼鉄棉花輪」（陳忠筒輯『皇朝

経世文三編』第31巻８ページ）

(256）適格拉斯『欧州与遠東」1913年英文版286ペー

ジ

(257）『張文裏公全集』妻殿第34巻１ページ

(258）同上２２ページ

(259）同上２２ページ

(260）ＨＢ,Morse：Thelnternationa1Relations

oftheChjneseEmpire,第３巻８６ページ

(261）『張文褒公全築』奏蟻第29巻２１ページ

(262）李鼎願「中国土産鋼鉄棉花論」（陳忠衛輯『皇朝

経世文三編」第31巻８ページ）

(263）「張文褒公全奥」奏蟻第34巻２５ページ

(264）同上第47巻１５ページ

(265）「盛宣壊行述」「愚齊存稿初刊」附録２３ページ

を見よ

(266）「張文輿公全集」奏識第38巻１１ページ
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琉球大学教育学部紀要第41集Ｉ

訳註(267）同上１３ページ

(268）同上第131巻電願１０１６ページ

(269）「張文褒公全集』奏蟻第26巻８ページ

(270）許同藥『張文理公年譜」商務日噛館1946年版63-

３４ページ。いわゆる閥姓とは、当時広東で科挙

について賭けられていた賭博のことを指してい

る。郷試・会試あるいは歳試・科試があるごと

に、前もって若干の合格予想者の姓をあげて､賭

博者たちがその姓の下に掛け点を記しておき、

合格発表後に当ったものの点数の多少によって

賭博者の勝ち負けを確定するのである。

(271）「張文褒公全集」奏蟻第79巻５ページ

(272）勢Wl願「中国土産鋼鉄棉花論」（陳忠荷輯ｒ皇朝

経世文三編』第31巻９ページ）

(273）『張文理公全集」奏繊第35巻２０ページ

(274）同上２１ページ

(275）同上２２ページ

(276）同上第138巻鬮臓１７２ページ

(277）同上第33巻７ページ

（278）同上第35巻２１ページ

(279）この紡織局の紡錘と織機の数字については、厳

中平『中国棉紡織史稿』1955年版342ページ

（依田訳『中国近代産業発達史」444ページ）参

照

（280）『李文恵公全集」奏稿第78巻１０ページ

（281）同上

（282）厳中平『中国棉紡織史稿』342ページ（依田訳

「中国近代産業発達史」444ページ参照）

（283）「李文忠公全集』奏稿第77巻３８ページ

（284）同上第78巻１０ページ

（285）同上

（286）厳中平『中国桶紡織史稿」106ページ（依田訳

「中国近代産業発連史」137ページ）

（287）『李文忠公全集」奏稿第78巻１１ページ

（288）同上１２ページ

（289）同上１１ページ

（290）同上１１ページ

（291）同上１１ページ

（292）同上１４ページ

（293）「張文裏公全集」蕊議第34巻２３ページ

（294）Ⅱ.Ｖ・qKiernan：BritishDiplomacyin

Ohina，１８８０ｔｏ1885,216ページ

（295）同上219ページ

〔訳註１〕補用とは、欠員あり次第補任すること。道

は道台のこと。道台には分守・分巡・兵備・督糧・

管河・駅伝・塩法・海関等の種類がある（服部宇之

吉「滑国通考』付録45ページ)。補用道とは道台のポ

ストに欠員があり次第補任される資格のあるものを

いう。

〔訳註２〕最近、洋務運動の再評価・再検討の気運が

たかまるなかで、本櫓とは異なる視点から輪船招商

局をとりあげたいくつかの論稿が発表された。胡涜・

李時岳の「李鴻章和輪船招商局」（『歴史研究』１９８２

年第４期）は、その代表的な論文の一つである。胡・

李両氏はこの論文において、輪船商局が創設された

当時の歴史的条件を分析しながら、その「進歩性と

民族性」を浮きだたせ、さらに輪船招商局の発展段

階を具体的に分析することによって、「民族主義的性

質の企業」であることを「論証」した外、輪船招商

局に関する若干の問題、たとえば営業独占権の問題、

旗昌輪船公司の買収問題、太古・怡和洋行との運賃

協定の問題などについて、従来の通説をくつがえす

ような見解を提示している。

〔訳註３〕地方官の新旧交代の期間、地方官僚事務見

習として試用される挙人を試用人員という（近藤秀

樹「滴代の蛙選一外補制の成立一」『東洋史研究」第

１７巻２号参照)。通判は知府の補佐役として府城にあっ

て水利・督糧・管河・清箪・捕盗等の事を分掌する

（服部宇之吉『澗国通考」附録45～46ページ参照)。

したがって、試用通判とは、事務見習として通判に

補任ｃ試用された挙人のことである。

〔訳註４〕資本主義列強の中国における鉄道利権獲得

競争と中国人民の鉄道利権回収運動については、近

年刊行された蟻汝成の大著「帝国主義与中国鉄路

1847-1949』（上海人民出版社、1980年８月刊）が詳

しい．該脅の第一章では、主として1860年代から189

４年の日滴戦争にいたるまでの、つまり洋務運動期の

欧米列強による鉄道利櫓獲得の状況が詳細に論じら

れている。

〔訳註５〕候補官吏とは「吏部ノ鐙選卜引見トヲ了リ、

其官二補スヘキ省分ヲ指定セラレ、其省二在リテ補

麟ヲ侍ツ者」のことで、候補道は潰末に新設された

善後局・機器局・洋務周・学堂広どの総弁（全体の

統轄者）や会弁（総弁の補佐役）などに充てられた
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西里・金城：牟安世著「洋務運動」

（『l脅国行政法」第一巻下、239ページ)。

〔訳註６〕乾腕とは乾肉のことであるが、瞳門地方の

方言では男子のことを意味するという（石山福治

「支那語大辞典血州県の乾臓とは、役人と手を結ん

でいる用人棒のようなものであろうか。よくわから

ない。

〔訳註７〕南郭とは戦国時代の斉の人。斉の宣王は常

に三百人で竿を合奏させたが、南郭は竿を吹くこと

もできないのに、偽って三百人のなかに混って厚禄

を得ていた。滑王が即位するや、一人一人に竿を独

奏するように命じたので、南郭は逃げ去ったという

故事がある（陣箪非孑』内儀説上)。南鄭先生流の人

物とは、実力もないのに艦りにその地位を占めてい

る者をいう。

〔訳註８〕1980年代に、夏東元氏は「1873年から1879

年にいたる風利表」（上海図書館蔵の盛宣懐檎案資料

「唐廷枢・徐潤・張潮禄呈〔李溺章〕核招商局収支表』）

を分析しつつ、招商局が毎年高利潤をあげていたこ

とを実証し、本書のような見解を批判している。夏

東元「洋務運動発展論」（｢社会科学戦線」1980年第

３期）参照。

〔訳註９〕縮地の方ともいう。仙人の術のことで、数

千里の遠い地を目前にあつめて観る術のこと。

〔訳註１０〕記名とは、澗代、功労のある官吏の名前と

その将来任用すべき官職とを軍機処に記録しておく

ことで、記名提督とは将来提督に任用されるべきも

のとして軍機処に記名された総兵のことを言う（｢滑

会典」弁理軍機処)。

〔訳註11〕同知は府の長官（知府）の補佐役。副知事。

侯選同知とは同知の資格をもちながら北京で任用さ

れるのを待っている官吏のこである（服部宇之吉

「滴国通考』附録)。

〔訳註12〕漢冶蒜公司の全歴史過程については、全漢

昇『漢冶蔀公司史略』（香港中文大学出版、1972年発

行）が詳細に追跡している。該醤は第一章緒論、第

二章漢陽鉄廠官弁時期（1890-1896)、第三章漢陽鉄

廠官督商弁時期（1896-1908)、第四章漢冶i1f公司商

弁時期（1908-1925)、第五章漢冶蔀公司失敗的原因、

第六章結論からなり、その外漢冶i1li公司大事年表と１

０件の契約文瞥を附録として収録している。
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